
７月７日から販売がスタートした比
婆牛。市内 3 店舗で購入できます。
ぜひ逸品の味わいをご賞味ください。
（関連記事２～ 11ページ）
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「実績」

「歴史」

「伝統」

History

Tradition

The bright results

ト蔵蔓
島根県仁多郡
ト蔵蔓
島根県仁多郡

竹の谷蔓
岡山県阿哲郡

周助蔓
兵庫県美方郡竹の谷蔓

岡山県阿哲郡

周助蔓
兵庫県美方郡庄原市

岩倉蔓
広島県比婆郡
（1843年）

～和牛産地 牛都庄原の再構築を目指す～

和牛改良の礎、最古の蔓牛「岩倉蔓」発祥の地
和牛改良の祖「岩倉六右衛門」

　全国和牛登録協会が認定している最古の４大蔓牛のひとつ「岩倉蔓」。こ
れを作り上げたのは旧比和村に住む畜産家・岩倉六右衛門だった。
　江戸‐明治時代（1818-1896 年）に生きた六右衛門は、牛の品種改良を志し、
天保 14 年（1843 年）に地元の優良な雌牛をもとにして、血統の優れた蔓牛
を作り上げた。遺伝学も生まれていなかった幕末に、近親交配を重ねて家畜
の育種（※）を図ろうと考えた驚異の着想を持っていたのである。
　この六右衛門の考えと技術は、明治 31 年に設立された三上・恵蘇郡畜牛
改良組合（同年に比婆郡畜牛改良組合に名称変更）に受け継がれ、あづま蔓
の誕生へと結びついていくのである。

※育種 ･･･ 生物の遺伝質を人工的に変えて，一段と利用価値の高い新しい型
のものを作り出すこと。

か
つ
て
、こ
の
庄
原
に
は

“
日
本
一
〟の
称
号
を
得
た
和
牛
が
存
在
し
た

そ
の
名
は「
比
婆
牛
」

最
古
の
蔓つ

る

牛
と
さ
れ
る「
岩
倉
蔓
」

そ
れ
か
ら
な
る
和
牛
改
良
の
歴
史

今
な
お
受
け
継
が
れ
る
伝
統

そ
し
て
、こ
れ
ら
の
系
統
牛
が
示
し
て
き
た
実
績

現
代
和
牛
の
ル
ー
ツ
が
こ
こ
に
あ
る

低
迷
す
る
和
牛
畜
産
業
界
に
あ
っ
て

本
市
の
和
牛
畜
産
の
活
況
を
取
り
戻
す
切
り
札
に
な
る
―

比
婆
牛
復
活
へ
の
軌
跡
を
描
く

今なお受け継がれる、比婆血統の系譜
「あづま蔓」の誕生と改良

　明治時代には帝釈村（現東城町帝釈）で岸万四郎が造成した「有
あ り ざ ね

実蔓」が
名声を博していた。この有実蔓の父系を辿ると、岩倉蔓に辿り着く。この両
蔓の遺伝子を集積する形で、大正７年に誕生したのが「第 10 野田屋」号で
ある。この「第 10 野田屋」号の遺伝子を用いた改良を進めるため、昭和 23
年に「あづま蔓造成組合」が発足。ここから近代的な集団育種事業が開始され、
新たに誕生したのが比婆牛の基礎となる「あづま蔓」なのである。

岩倉蔓を祖とする系統牛の名声
畜産業会最高栄誉を浴す

　改良が進んだ「あづま蔓」は、名牛と呼ばれる牛を輩出していく。全国和
牛登録協会が第１号として育種登録した、満24歳９カ月と長寿の「第21深川」
号や、本牛と生まれた子牛ともに共進会（※）の成績が優れた「第 38 の１岩
田」号などが誕生。和牛のオリンピックと呼ばれる全国和牛能力共進会で次々
と優秀な成績を収めたことで、比婆牛の名声は一気に全国に轟いた。そして、
優秀な種牛として全国に広がり、和牛の改良に大きく貢献している。

●主な成績
第１回全国和牛共進会（昭和 28）：名誉総裁高松宮杯、農林大臣賞
第３回全国和牛能力共進会（昭和 52）：農林大臣賞
第４回全国和牛能力共進会（昭和 57）：内閣総理大臣賞
第５回全国和牛能力共進会（昭和 62）：内閣総理大臣賞
農林水産祭（昭和 63）：天皇杯受賞

※共進会 ･･･ 牛の品評会。

岩倉紋／
六右衛門の子
孫で岩倉重視
氏の蔵紋

あづま蔓始祖牛
第 10 野田屋号

しゅうすけ
ぼくら

（1855 年）

（1830 年）

（1845 年）

最古の４大蔓牛
天皇杯

「第38 の１岩田」号（中央）の飼育風景（昭和 20 年代）
場所は現在の市役所比和支所前

  　広報しょうばら｜２０１４．８月号｜ 2 3｜２０１４．８月号｜広報しょうばら



大
産
地
が
主
流
の
価
格
競
争

　

今
、
和
牛
業
界
で
は
、
鹿
児
島
や
宮
崎
な

ど
の
九
州
産
の
和
牛
が
席
巻
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
全
国
的
に
育
種
価（
※
）の
高
い
種

雄
牛
の
精
液
利
用
が
普
及
し
た
か
ら
で
す
。

牛
は
「
経
済
動
物
」
で
す
の
で
、
和
牛
畜
産

農
家
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
高
い
値
段
で

購
入
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
に
は
、
脂
肪

交
雑
い
わ
ゆ
る
「
サ
シ
」
が
入
り
や
す
く
、

体
型
的
に
大
き
く
な
る
種
が
好
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
場
か
ら
は
安
定
し
た
量
と
規
格
が

そ
ろ
う
も
の
が
好
ま
れ
る
た
め
、
こ
の
両
面

で
九
州
産
に
押
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

加
え
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

づ
ま
蔓
」
で
す
。

　

で
す
が
、
１
９
５
０
年
代
に
入
り
、
農
業

用
機
械
が
普
及
し
た
こ
と
で
和
牛
の
役
目
が

肉
用
牛
に
転
換
し
、
和
牛
の
飼
養
頭
数
も
急

激
に
減
少
し
ま
し
た
。こ
の
転
換
は
同
時
に
、

畜
産
を
含
め
た
農
業
従
事
者
か
ら
会
社
勤
め

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
増
や
す
要
因
に
も
な
り

ま
し
た
。
工
業
地
帯
の
あ
っ
た
広
島
県
で
は

多
く
の
人
が
働
き
方
を
変
え
、
和
牛
産
地
と

し
て
の
規
模
が
縮
小
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

役
牛
か
ら
肉
用
牛
へ
の
転
換

　

広
島
県
は
か
つ
て
比
婆
牛
や
神
石
牛
が
一

斉
を
風ふ

う
び靡
し
、
全
国
に
誇
れ
る
大
産
地
で
し

た
。

　

も
と
も
と
牛
は
、
荷
の
運
搬
や
農
耕
作
業

に
重
宝
さ
れ
て
き
た
動
物
（
役
牛
）
で
、
性

質
が
温
順
で
足
腰
が
強
く
、
扱
い
や
す
い
も

の
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
あ

に
は
な
い
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
で
価
値
を
見

出
し
、
価
格
競
争
か
ら
価
値
競
争
へ
と
転
換

す
る
こ
と
で
、
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
広
島
血
統
の
取
り
組

み
「
比
婆
牛
の
復
活
」
で
す
。

　

た
だ
、
比
婆
牛
復
活
の
た
め
に
は
庄
原
視

点
だ
け
で
な
く
、
県
内
を
見
渡
す
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
広
島
牛
は
比
婆
牛
と
神
石
牛
の

血
統
を
か
け
合
わ
せ
で
き
て
い
る
の
で
、
こ

の
２
系
統
を
財
産
に
位
置
付
け
て
、
こ
れ
を

軸
に
広
島
血
統
「
元
就
」
を
ま
ず
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

広
島
和
牛
血
統
承
認
制
度
を
活
用
し
た
県

域
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
「
元
就
」
を
、
こ

れ
と
連
動
す
る
形
で
「
比
婆
牛
」
と
「
神
石

牛
」
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
育
て
る
こ
と

で
、
県
内
和
牛
の
底
上
げ
が
図
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

消
費
県
と
い
う
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

　

広
島
県
は
消
費
県
だ
と
い
う
強
み
を
生

か
さ
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
口
は

２
５
０
万
人
前
後
で
牛
肉
消
費
量
は
年
間
約

１
万
１
千
～
２
千
頭
く
ら
い
で
す
。
県
内
の

出
荷
頭
数
が
４
千
頭
弱
な
の
で
、
県
内
産
の

牛
肉
が
３
分
の
１
し
か
供
給
さ
れ
て
い
な
い

計
算
で
す
。残
り
は
他
県
産
が
占
め
て
お
り
、

そ
れ
だ
け
売
り
込
め
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま

す
。

　

今
こ
そ
、
広
島
県
の
和
牛
関
係
者
一
丸
と

な
っ
て
広
島
血
統
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
を
復
活
さ

せ
る
契
機
。「
比
婆
牛
」
復
活
が
、
和
牛
産

地
の
維
持
発
展
へ
の
大
き
な
一
歩
に
な
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

※
育
種
価･･･

種
雄
牛
（
父
牛
）・
繁
殖
雌
牛
（
母
牛
）

の
産
ん
だ
子
牛
の
枝
肉
成
績
を
も
と
に
推
定
さ
れ

る
遺
伝
的
能
力
を
数
値
で
示
し
た
も
の
。

ア
経
済
連
携
協
定
な
ど
、
国
際
的
な
関
税
を

巡
る
交
渉
が
進
め
ら
れ
る
中
、
こ
れ
か
ら
日

本
の
人
口
は
減
り
続
け
、
市
場
が
さ
ら
に
縮

小
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
う
な
る

と
間
違
い
な
く
産
地
間
競
争
に
な
る
の
で
、

小
さ
な
産
地
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
置
か

れ
る
と
思
い
ま
す
。

「
価
格
」競
争
か
ら「
価
値
」競
争
へ

　

で
は
、
生
き
残
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
。
そ
れ
に
は
大
産
地
に
な
い
、
こ
こ
に

し
か
な
い
も
の
を
見
出
す
こ
と
。
小
売
業
者

は
量
や
統
一
規
格
を
求
め
る
一
方
で
、
他
に

な
い
魅
力
が
あ
れ
ば
欲
し
が
り
ま
す
。
広
島

県
の
和
牛
は
現
代
和
牛
の
ル
ー
ツ
で
、
他
県

比
婆
牛
の

　
「
価
値
」と

　
「
可
能
性
」に
迫
る

　

松
坂
、
神
戸
、
米
沢
―
。
こ
れ
ら
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
全
国
に

名
だ
た
る
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
だ
。

　

一
方
、
私
た
ち
に
馴
染
み
が
あ
る
「
広
島
牛
」
は
、
全
国
的
に

認
知
度
が
高
い
ブ
ラ
ン
ド
牛
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の

か
。
そ
し
て
、
な
ぜ
広
島
血
統
に
着
目
し
た
の
か
。
全
国
農
業
協

同
組
合
連
合
会
広
島
県
本
部
畜
産
部
長
の
安
藤
重
孝
さ
ん
に
話

を
聞
い
た
。

新広島和牛のブランド展開と位置づけ

歴史ある伝統和牛を未来へ継承（生産振興）していく。

広島牛のプレミアムブランドとして、
現代和牛のルーツである広島血統によ
る新たな広島和牛ブランド「元就」が誕
生。また、広島県が制定した食のブラン
ド認証商品として、広島県の食文化に
貢献していく。

広島和牛血統承認制度を活用し、県域ブランドである元就を軸として販売を
進める。また、元就ブランドと連動した地域ブランド（比婆牛・神石牛）の販売
を進め、地域振興を図る。この取り組みにより既存ブランドである広島牛も含
め県内和牛の底上げを実施する。

《広島和牛血統承認》
広島県承認

【広島和牛元就】

【神石牛】
広島県承認

県域ブランド

地域ブランド
【比婆牛】

庄原市認証

地域ブランド

広島和牛血統認

広島牛ブランド

「血統」によるブランド

「肉質」によるブランド

全国農業協同組合連合会
広島県本部　畜産部長

　安
あ ん

 藤
ど う

 重
し げ

 孝
た か

 さん
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広島県の和牛消費構成
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和牛飼養頭数・と畜頭数に
圧倒的な差がある
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大正天皇の御大葬の儀に轜
車（霊柩車）の奉引牛とし
て、比婆牛と神石牛が選抜
された。そのときに身に付
けた装具

プロフィール
1984 年に広島県経済連に入会し、畜産部養鶏
課に配属。98 ～ 99 年の２年間食肉販売事業
を経験。2010 年に全農広島県本部畜産部鶏卵
課長、12 年に同畜産部次長兼畜産課長に就任。
14 年から現職。入会以来、採卵鶏の生産指
導と販売事業を中心とした業務を実施してい
る。趣味は熱帯魚飼育（ブリーダー）。48 歳

  　広報しょうばら｜２０１４．８月号｜ 4 5｜２０１４．８月号｜広報しょうばら



Ｊ

７

比
婆
牛
復
活
へ
関
係
者
が
一
丸

Ａ
全
農
広
島
県
本
部
と
広
島
県
は
平

成
24
年
度
、
広
島
和
牛
の
「
血
統
」

に
着
目
し
た
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
を
再
構
築
す
る

た
め
振
興
策
の
検
討
を
開
始
。
翌
25
年
度
に

は
広
島
県
和
牛
血
統
承
認
要
領
が
施
行
さ

れ
、Ｊ
Ａ
全
農
広
島
県
本
部
に
よ
る
「
元
就
」

ブ
ラ
ン
ド
の
認
証
・
販
売
も
行
わ
れ
る
な
ど
、

血
統
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
の
具
体
的
な
取
り

組
み
が
始
ま
っ
た
。

　

最
古
の
蔓
牛
「
岩
倉
蔓
」
か
ら
脈
々
と
続

く
和
牛
改
良
の
歴
史
が
あ
る
庄
原
市
も
、
こ

の
動
き
と
連
動
し
た
和
牛
振
興
策
が
図
れ
な

い
か
25
年
度
か
ら
関
係
者
で
検
討
を
重
ね
て

き
た
。
そ
う
し
た
中
か
ら
、
価
値
の
高
い
血

統
を
受
け
継
ぐ
、
全
国
的
に
知
名
度
の
高

い
「
比
婆
牛
」
ブ
ラ
ン
ド
の
復
活
を
旗
印
と

し
た
「
庄
原
血
統
再
構
築
」
と
い
う
新
た
な

和
牛
振
興
策
を
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。

推
進
組
織
「
あ
づ
ま
蔓
振
興
会
」
設
立

月
７
日
、
市
や
Ｊ
Ａ
庄
原
な
ど
７
団

体
は
、新
施
策
を
推
進
す
る
た
め
「
あ

づ
ま
蔓
振
興
会
」
を
設
立
。
本
振
興
会
は
、

あ
づ
ま
蔓
の
認
定
要
件
、
比
婆
牛
素も

と
う
し牛（
※
）

の
認
定
要
件
を
定
め
、
ブ
ラ
ン
ド
名
「
比
婆

牛
」
の
商
標
登
録
を
申
請
、
比
婆
牛
肉
の
販

売
体
制
と
仕
組
み
づ
く
り
、
比
婆
牛
の
生
産

基
盤
と
な
る
母
牛
群
「
あ
づ
ま
蔓
」
を
造
成

し
、
特
色
あ
る
産
地
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

同
日
に
は
、
市
、
Ｊ
Ａ
庄
原
、
Ｊ
Ａ
全
農

ひ
ろ
し
ま
３
者
で
、「
比
婆
牛
」
振
興
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
、
比
婆
牛
の
戦
略
的
な

販
売
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

木
山
耕
三
市
長
は
「
多
く
の
関
係
機
関
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
て
、
熱
心
な
協
議
を

重
ね
る
中
で
、
本
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
比
婆
牛
復
活
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

“
特
色
の
あ
る
和
牛
の
一
大
産
地　

庄
原
”

が
実
現
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
」
と
力
強

く
宣
言
し
、「
こ
の
取
り
組
み
は
、
短
期
間

で
成
し
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
引
き
続

き
皆
さ
ん
と
協
議
す
る
中
で
先
頭
に
立
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
決
意
を
述
べ
た
。

動き出したプロジェクト

“比婆牛”ブランドを復活へ

　現在、市内で飼育され
ている約 1,400 頭のうち、
比婆牛の対象となるあづ
ま蔓血統の牛は３８０頭
います。あづま蔓振興会
としては、飼育牛全体で
あづま蔓の割合を増やし
ていきたい。あづま蔓を
増やしながら、全体の頭
数も増やしていけるよう
に、取り組んでいきたい
と思っています。

ふじやま　　あきはる 固い握手で決意表明

「比婆牛」振興に関する協定書にサインし報道陣に応える、前列左から髙下公
義全国農業協同組合連合会広島県本部長、木山耕三庄原市長、 島一平庄原農
業協同組合代表理事組合長。立会人として後列左から、西本好宏広島県農林水
産局畜産課長、赤木忠德庄原市議会副議長、藤山明春庄原和牛改良組合長

あづま蔓振興会設立総会の様子

７月９日に三次家畜
市場で開かれたせり
に、比婆牛素牛とし
て初めて 18 頭が出品
された。比婆牛素牛
とわかるように紫色
の首たすきがかけら
れる。

庄原血統再構築で目指す産地の姿 （イメージ図）

市場価格の維持・向上
市
場
で
の
価
値

あづま蔓振興会

車輪の両輪として作用

広島血統再構築構想
（広島和牛血統承認制度・元就ブランド）

従来からの
支援制度

新たな
支援制度

双方の
性質を

併せ持つ
雌牛群

比婆庄原固有の
地域特性を
生かした
雌牛群

県外種雄牛を
活用した
産肉能力の高い
雌牛群

伝統を価値へ
比婆牛ブランド復活

育種価の向上による
価格形成

庄
原
血
統
再
構
築

地域団体
商標の取得

産地の維持・発展

「特色のある和牛の一大産地　庄原」
・価格形成のできる繁殖用雌牛群造成
・繁殖用雌牛飼養頭数2,000頭以上

庄原血統再構築で目指す産地の姿 （イメージ図）

市場価格の維持・向上
市
場
で
の
価
値

あずま蔓振興会

車輪の両輪として作用

広島血統再構築構想
（広島和牛血統承認制度・元就ブランド）

従来からの
支援制度

新たな
支援制度

双方の
性質を

併せ持つ
雌牛群

比婆庄原固有の
地域特性を
生かした
雌牛群

県外種雄牛を
活用した
産肉能力の高い
雌牛群

伝統を価値へ
比婆牛ブランド復活

育種価の向上による
価格形成

庄
原
血
統
再
構
築

地域団体
商標の取得

地域団体
商標の取得

産地の維持・発展

「特色のある和牛の一大産地　庄原」
・価格形成のできる繁殖用雌牛群造成
・繁殖用雌牛飼養頭数2,000頭以上

藤 山 明 春 さん

庄原和牛改良組合 組合長
あづま蔓振興会 副会長

重要なのはあづま蔓の血統を持つ
和牛の頭数を増やすことです  「あづま蔓」の認定要件 ※あづま蔓振興会

①庄原市内で飼育している繁殖用雌牛であること
②繁殖用雌牛として飼育されている黒毛和種であること
③始祖牛「第 38 の１岩田」の遺伝子保有確率を５％以上
保有していること

 「比婆牛素牛」の認定要件　※あづま蔓振興会

①庄原市内の畜産農家で生まれていること
②庄原市内の畜産農家が出荷していること
③黒毛和種の去勢または雌牛であること
④三次家畜市場に出荷すること
⑤３世代さかのぼる中に広島県の種雄牛がいること
⑥発育が基準より下回らないと見込まれ、体型・栄養度も
正常であること

 「比婆牛」の認証要件　※庄原市

①比婆牛素牛の認定要件を満たしている牛が、ＪＡ庄原管
内で最長期間飼育され、肉質等級が３等級以上であること

※素牛
　繁殖牛として育成する前、または肥育
開始前の子牛のこと。生後６～ 12 か月。

  　広報しょうばら｜２０１４．８月号｜ 6 7｜２０１４．８月号｜広報しょうばら



現

比

約

　比婆牛はとにかく飼いやすい牛で
す。穏やかで乳もよく出るし、子育
てのうまい牛という印象がありま
す。人間が少し手を貸すだけで安定
したいい牛が育っていました。気性
が荒く扱いにくい牛では、そういっ
た面で多く飼育することは難しい部
分があると思います。種も付きやす
く普通に飼えば肉質的にも遜色ない
ので、子牛価格が上がれば比婆牛を
飼おうという繁殖農家は増えると思
います。

　３年がかりでスタートした比婆牛
復活の取り組みですので、時間はか
かると思いますが、地道にやってい
くこと、浸透させていくことが必要
だと思います。繁殖農家と肥育農家
がお互いに仲良くやっていく形がで
きていくことも必要です。あわせて、
きれいな水やおいしい空気といった
環境面の良さをアピールし、安心
安全にこだわった牛作りに取り組ん
で、そこをＰＲしてくことも必要だ
と思います。

産
地
の
維
持
拡
大
へ
の
思
い

在
県
内
で
飼
わ
れ
て
い
る
和
牛
頭
数

は
約
５
千
頭
。
そ
の
う
ち
約
３
割
に

当
た
る
１
４
０
０
頭
あ
ま
り
の
和
牛
が
庄
原

市
内
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
。
和
牛
飼
育
農
家

に
は
繁
殖
農
家
と
肥
育
農
家（
※
）が
あ
り
、

市
内
の
多
く
が
繁
殖
農
家
だ
。
繁
殖
農
家
は

５
頭
以
下
の
少
数
飼
い
が
多
く
、
そ
の
多
く

が
高
齢
化
に
よ
っ
て
減
少
し
て
い
る
。
後
継

者
不
足
も
あ
り
、
産
地
の
維
持
と
い
う
面
で

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
和
牛
の
頭
数
が
い
な
い
と
、
せ
り
市
場

へ
出
る
頭
数
も
減
り
、
産
地
が
廃
れ
て
し
ま

う
し
、
購
入
に
訪
れ
る
人
も
減
っ
て
し
ま
う

の
で
、
と
に
か
く
飼
育
頭
数
が
増
え
る
こ
と

が
必
要
」。
そ
う
語
る
の
は
庄
原
和
牛
改
良

組
合
の
藤
山
明
春
組
合
長
。
自
ら
も
繁
殖
農

家
と
し
て
繁
殖
牛
９
頭
を
飼
育
し
て
い
る
藤

山
さ
ん
は
「
比
婆
牛
の
取
り
組
み
が
、
産
地

維
持
・
拡
大
の
足
が
か
り
に
な
る
き
っ
か
け

に
な
る
の
で
は
と
い
う
期
待
感
は
あ
る
」
と

話
す
。

比
婆
牛
を
選
ぶ
理
由

婆
牛
に
対
す
る
農
家
の
評
価
は
一
様

に
「
お
と
な
し
く
て
飼
い
や
す
い
」

と
い
う
も
の
だ
。
受
胎
率
も
よ
く
、
扱
い
や

す
い
の
で
そ
こ
を
好
む
農
家
は
多
い
。
し
か

し
、
価
格
の
面
で
は
他
県
産
に
比
べ
低
い
た

め
、
高
く
売
れ
る
種
を
導
入
す
る
農
家
は
自

然
と
増
え
て
き
た
。

　

そ
ん
な
中
、
４
軒
で
和
牛
を
共
同
飼
育
し

て
い
る
斉
木
牧
場
（
高
野
町
）
は
、
飼
育
し

て
い
る
９
頭
全
頭
が
比
婆
牛
血
統
だ
。
代
表

の
前
田
正
人
さ
ん
は
、
広
島
県
の
種
雄
牛
の

種
を
導
入
し
て
き
た
理
由
と
し
て
「
県
外
の

種
雄
牛
の
種
を
入
れ
る
と
比
婆
牛
の
種
の
倍

近
い
値
段
が
す
る
。
そ
の
割
に
は
受
胎
率
が

あ
ま
り
よ
く
な
い
。
経
済
動
物
な
の
で
高
い

牛
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
例
え
ば
３
万

円
の
種
は
付
き
に
く
い
の
で
２
度
入
れ
た
と

し
て
、
県
の
種
は
１
万
円
で
つ
き
が
良
か
っ

た
。
そ
う
す
る
と
５
万
円
の
差
が
つ
く
わ
け

で
、
売
る
と
き
に
５
万
円
高
く
売
れ
て
も
経

営
と
し
て
は
と
ん
と
ん
。
そ
う
い
う
感
覚
も

あ
っ
た
」
と
話
す
。

比
婆
牛
復
活
＋
α
の
支
援
を

２
０
０
頭
を
飼
育
し
て
い
る
肥
育
農

家
の
田
中
高
志
さ
ん
は
「
肥
育
農
家

に
と
っ
て
は
、
比
婆
牛
の
認
証
が
始
ま
っ
た

と
い
っ
て
も
す
ぐ
に
影
響
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
産
地
と
し
て
盛
り
上
げ
て
い
く
た

め
に
は
協
力
は
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め

に
は
、
購
入
で
き
る
比
婆
牛
素
牛
の
子
牛
が

増
え
る
こ
と
。
と
こ
と
ん
庄
原
産
に
こ
だ
わ

る
比
婆
牛
の
復
活
の
取
り
組
み
は
私
も
期
待

し
て
い
る
」
と
い
う
。

　

そ
の
一
方
で
、
改
良
に
よ
っ
て
比
婆
牛
の

認
証
が
受
け
ら
れ
な
い
農
家
も
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
田
中
さ
ん
は
「
市
内
全
体
の
和
牛

農
家
の
底
上
げ
を
す
る
た
め
に
は
、
比
婆
牛

に
な
れ
な
い
牛
、
こ
の
取
り
組
み
に
参
加
で

き
な
い
農
家
に
も
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
支
援

を
」
と
話
す
。

　

ま
た
、「
庄
原
市
に
は
農
業
者
大
学
校
の

ほ
か
、
県
立
広
島
大
学
や
庄
原
実
業
高
校
も

あ
り
、
能
力
が
あ
る
子
が
多
く
い
る
。
牛
を

飼
い
た
い
と
い
う
貴
重
な
人
材
に
も
う
少
し

何
ら
か
の
手
助
け
が
あ
れ
ば
、
後
継
者
も
出

て
く
る
は
ず
。
牛
作
り
も
大
切
だ
が
、
人
づ

く
り
は
も
っ
と
大
切
」
と
、
比
婆
牛
に
プ
ラ

ス
し
た
支
援
の
充
実
を
求
め
て
い
る
。

比婆牛復活へ
生産者の思い

比婆牛を起爆剤にさらなる和牛振興を図ります

比婆牛認証制度でオンリーワンの和牛産地に

比婆牛ブランドの復活に向けて動き出した一方で、和牛生産
者の思いはどうなのか。その期待値を読み解く。

※繁殖農家とは？
　繁殖用の雌牛を飼養し、種雄牛の精液を用い
た人工授精などで受胎させ、生産した子牛を市
場に出荷することで利益を得る和牛農家のこと。

※肥育農家とは？
　繁殖農家が生産した子牛を市場などで導入し、
肥育（約 20 カ月程度）して食肉市場などへ出荷
することで利益を得る和牛農家のこと。

比婆牛への期待の声をどういった形で反映していくのか。
和牛振興に取り組む二人に話を聞いた。

　農家の皆さんから期待されている比婆牛
価格のアップには、何より比婆牛になる素
牛の生産が増えることが必要です。そのた
めに、計画的に比婆血統を交配してもらえ
るよう、農家ごとに交配計画を作り、比婆
牛につながる素牛造成をお願いしています。
また、市の増頭事業や比婆牛血統に対する
助成制度などを有効に活用してもらうため
に、JA としてもそれらをしっかりと説明し
ながら、取り組みを支援していきたいと考
えています。
　あづま蔓振興会の専門部会では、担当者
レベルで情報交換を定期的に行いながら、
連携し取り組みます。一つ一つ確認しなが
ら次のステップにつなげていきたいと思い

　歴史・伝統という価値のある比婆血統和
牛を認証し、販売する仕組みをつくること
で、ブランド牛としての第一歩を踏み出し
ました。今後、その地位を確立するためには、
あづま蔓や比婆牛素牛が増えていくことが
必要です。
　市は農業振興補助金として、増頭への補
助や施設などの整備補助を設け、和牛の生
産活動を支援しています。こうした支援に
加え、ブランド化に向けた取り組みを推進
するため、新たな支援制度も設けています。
　この制度を積極的に利用していただき、
比婆の血統を受け継ぐ和牛の生産を拡大す

ます。また、今回の比婆牛の取り組みは、
販売までを含めた取り組みですので、畜産
担当部署だけでなく広く職員にも呼びかけ、
JA 庄原全体として取り組んでいきたいと思
っています。
　これまで頑張って品質改良をしてきた方
の中には、広島牛に一本化したというのに、
また昔に戻すのかという声もありますが、そ
うではなく、広島血統を軸に狙いをはっき
りさせた一歩先に進んだ取り組みですので、
ぜひとも取り組んでいただきたいです。
　県内でも有数の畜産地帯として和牛が少
なくなっていくのは寂しいので、この取り
組みが大きな起爆剤となるよう、今後も考
えうる支援はしていきたいと考えています。

ることで、和牛産地全体としてステップア
ップを図りたいと考えています。
　比婆牛の認証事業は、特色ある和牛産地
として庄原市を維持・発展させていくため
の新たな施策として位置づけています。農
家の皆さんの飼養にかける努力と愛情を、
大きな価値として反映できるよう、長期的
な視点でブランド振興に取り組みます。
　農家の皆さんや関係者と十分に議論し、
ともに歩みを進め、また比婆牛の歴史や伝
統を市民の皆さんにも広く知っていただき
ながら、庄原の誇れる和牛をしっかりと次
代に継承していきたいと考えています。

皆で地道に取り組むこと
安心安全にこだわりを

とにかく飼いやすい牛
子牛価格の上昇に期待

繁殖和牛農家
中林征三さん

（高野町）

肥育和牛農家
田中高志さん

（東城町）

庄原農業協同組合
営農販売部

田 邉 睦 雄　部長

庄原市農業振興課

平 岡 章 吾　課長
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　おいしいですね。特に脂部分
がおいしかったです。地域産業
としてぜひ地元の皆さんで取り
組んでいただきたいですね。

　やわらかくておいしかったで
す。これはいい取り組みですね。
ブランド化が実を結ぶよう願っ
ています。

　庄原でしか食べられない「比婆牛」
となれば、市外のお客さまへのとって
おきの商品として売り出すことができ
るので、とても魅力的です。比婆牛は
まだまだ数が少ないため、定期メニュ

ーとしてお出しすることはできませんが、予約をいただくこと
で提供できる場合もあります。また、ゆめさくらの特産店で販
売している比婆牛を購入し持ち込んでいただければ、少々お代
はいただきますが、ライスや汁物などと一緒に調理してお出し
することができますので、ぜひご利用ください。

　●比婆牛を販売している３店舗

比
婆
牛
を
味
わ
お
う

深
い
コ
ク
、上
品
な
香
り
、

豊
か
な
風
味
、や
わ
ら
か
な
舌
触
り
―

比
婆
牛
が
織
り
成
す

逸
品
の
味
わ
い
を
ご
賞
味
あ
れ

和
牛
生
産
者
は
牛
と
と
も
に
あ
る

だ
か
ら
よ
り
良
い
牛
を
作
る
た
め
に
研
鑽
し

改
良
を
重
ね
今
日
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
こ
に
比
婆
牛
復
活
と
い
う

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
が

そ
れ
は
改
良
と
は
真
逆
の
考
え
方
か
も
し
れ
な
い

し
か
し
、あ
づ
ま
蔓
は
こ
こ
比
和
が
発
祥
の
地

こ
の
取
り
組
み
を
断
る
理
由
は
な
い

た
だ
、関
係
者
だ
け
で

「
比
婆
牛
ブ
ラ
ン
ド
」を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い

市
民
が
、地
域
の
皆
さ
ん
が

「
比
婆
牛
」と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を

し
っ
か
り
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

そ
の
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い

よ
り
良
い
牛
を
作
っ
て
い
く
こ
と

原
点
は
変
わ
ら
な
い

島根県安来市から視察研修で訪れ、昼食に比婆牛モ
モ肉のステーキを食べた方に感想を聞きました。

秦　浩恭さん

食彩館しょうばらゆめさくら
住所：庄原市新庄町 291-1　☎ 0824-75-4411
特産店／☎ 75-4512
お食事処花ほぼろ／☎ 75-4516

A-COOP しょうばら店
住所：庄原市西本町 2-14-1
☎ 0824-75-4061

道の駅たかの
住所：庄原市高野町下門田 49
☎ 0824-86-3131

石原憲次さん

比婆牛は魅力的な商品

お食事処 花ほぼろ
店長　大久保謹市さん

　

あ
づ
ま
蔓
振
興
会
が
設
立
し
、本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
７
月
７
日
、

市
内
の
３
店
舗
で
「
比
婆
牛
」
の
販
売
が
始
ま
っ
た
。
販
売
か
ら
一
月
が
経

ち
、
す
で
に
口
に
し
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

和
牛
を
取
り
扱
っ
て
い
た
店
舗
は
、「
こ
れ
ま
で
よ
り
も
お
客
さ
ん
の
反

応
が
良
い
」
と
比
婆
牛
人
気
を
感
じ
て
い
る
よ
う
す
。
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ

取
り
扱
う
店
舗
、
食
べ
ら
れ
る
店
が
増
え
て
い
く
予
定
だ
。

　

ま
だ
比
婆
牛
を
味
わ
っ
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
を
。

取
材
を
終
え
て

　
「
比
婆
牛
の
名
は
全
国
に
轟
い
て
い
た
」

「
比
婆
牛
は
、
全
国
の
和
牛
関
係
者
が
一

目
置
く
存
在
だ
っ
た
」。

　

今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
が
ほ

と
ん
ど
口
を
そ
ろ
え
て
い
た
の
が
、
こ
う

し
た
言
葉
で
し
た
。
本
市
に
関
係
す
る
も

の
で
、
そ
こ
ま
で
全
国
的
に
名
が
知
れ

渡
っ
て
い
る
も
の
は
、
後
に
も
先
に
も
比

婆
牛
の
ほ
か
に
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
今
回
の
比
婆
牛
復
活
に

向
け
た
取
り
組
み
は
、
正
に
プ
ラ
イ
ド
を

賭
け
た
闘
い
で
も
あ
る
と
、
関
係
者
の

方
々
か
ら
熱
い
思
い
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

ま
し
た
。
そ
こ
に
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
の

高
い
生
産
力
が
加
わ
る
こ
と
で
、
名
実
と

も
に
ブ
ラ
ン
ド
牛
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
２
０
１
３
に

よ
る
と
、
市
外
の
人
が
、
庄
原
市
の
話
題

で
知
っ
て
い
る
も
の
、
関
心
が
あ
る
も
の

の
上
位
に
、「
比
婆
牛
」
が
ラ
ン
ク
イ
ン

し
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す

の
で
、
比
婆
牛
復
活
は
、
本
市
の
観
光
産

業
に
と
っ
て
も
追
い
風
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
情
熱
に
触
れ
、
か

つ
て
の
“
和
牛
日
本
一
”
の
称
号
を
、
再

び
手
に
す
る
日
も
そ
う
遠
く
な
い
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
に

は
や
は
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
後
押
し
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
オ
ー
ル
庄
原
で
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

販売開始にあわせ、店内の
レイアウトも一新

三 谷 美 登さん

みたに　かずと

和牛飼育農家で５人兄妹の長
男として生まれる。12 歳のと
きに初めて牛で代をかいた。
これまで県畜産共進会などで
数々の賞を獲得。昨年 11 月
に行われた牛せりに子牛を出
品し、史上最高額の値が付い
たという和牛飼育のスペシャ
リスト。現在は繁殖牛３頭を
飼育。庄原和牛改良組合比和
支部長として活躍する。81 歳
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課
光
観
工
商

　

９
７
１
１
‐
３
７
‐
４
２
８
０
☎

「あっちゃん」の愛称で親しまれているロー
カルタレント。庄原格致高校卒業までの５
年間を父方の実家があった庄原市で過ご
す。その後進学し、広島修道大学３年生の
時にＲＣＣラジオに初出演。卒業後は広島
を中心にフリーで活躍。現在は中国放送の
情報番組「イマなま３チャンネル」で司会
を務めるなど、広島をこよなく愛し、広島
の魅力を発信している。1956 年生まれ。

　

ふ
市
原
庄
、
を
ん
さ
史
篤
田
西
の
ト
ン

。
た
し
ま
し
命
任
に
使
大
と
さ
る

　

原
庄
で
ま
れ
こ
、
は
ん
さ
史
篤
田
西

、
ど
な
る
め
務
を
会
司
の
祭
こ
と
い
よ

貢
く
き
大
も
に
興
振
域
地
の
市
原
庄

伝
宣
く
広
を
力
魅
の
市
本
も
後
今
。
献

。
す
ま
れ
さ
待
期

　

月
７

13

木
で
式
任
就
た
れ
わ
行
に
日

れ
さ
渡
手
が
状
嘱
委
ら
か
長
市
三
耕
山

組
番
も
で
ま
れ
こ
「、
は
ん
さ
田
西
た

ろ
こ
と
え
え
は
原
庄
、
て
じ
通
を
ど
な

あ
ん
さ
く
た
が
ろ
こ
と
い
良
ど
な
食

と
々
堂
、
て
し
と
使
大
ら
か
れ
こ
。
る

」
い
た
き
い
て
し
信
発
を
力
魅
の
原
庄

。
た
し
ま
べ
述
を
負
抱
と

目
人
２
で
い
次
に
ん
さ
幸
和
原
石

　

自
の
市
本
、
は
使
大
と
さ
る
ふ
市
原
庄

農
な
か
豊
、
さ
良
の
化
文
山
里
や
境
環
然

伝
宣
く
広
を
ど
な
源
資
光
観
、
源
資
業
林

で
の
も
る
す
嘱
委
が
長
市
を
方
る
れ
図
が

。
す
で
間
年
３
は
期
任
。
す

　

し
と
」
使
大
と
さ
る
ふ
市
原
庄
「
在
現

ナ
イ
ザ
デ
園
庭
的
界
世
る
い
て
し
躍
活
て

24

）
命
任
月
７
年

な
と
使
大
と
さ
る
ふ
の
目
人
２
、
き
続
に

。
す
ま
り

に
使
大
と
さ
る
ふ

西
田
篤
史
ん
さ

Profile プロフィール

就任式後、委嘱状を手に木山市長と握手を交わす西田さん

Atsushi Nishida

  　広報しょうばら｜２０１４．８月号｜ 12

Facebookページ
「庄原いちばん ええね！」

開設しました
（https://www.facebook.com/shobara.ichiban）

　庄原いちばんデジタルフォトコンテスト

Facebook

　

く
づ
ん
ば
ち
い
原
庄
「、
は
市

の
原
庄
、
て
し
と
つ
と
ひ
の
」
り

再
を
さ
良
の
原
庄
！
う
お
ら
も
てん　

し
ま
し
設
開
を
」
！
ね
え
え

。
た

　

い
原
庄
「、
せ
わ
あ
に
設
開
の
ジ

ら
か
ん
さ
皆
、
し
催
開
を
」
ト
ス

作
募
応
。
す
ま
し
集
募
を
品
作
の

い
て
せ
さ
用
活
に
Ｒ
Ｐ
の
市
原
庄

を
募
応
の
ん
さ
皆
。
す
ま
き
だ
た

。
す
ま
い
て
し
ち
待
お

　

、
は
細
詳
（要
概
の
ト
ス
テ
ン
コ
ト

）。
い

イ
と
い
合
り
知
の
実
現
で
名
実

、
在
現
月
３
年
４
１
０
２

12

人
億

。
す
ま
い
て
れ
さ
と
る
い

　
　
　

　
　

■募集テーマ
「あなたの庄原いちばんを教えてくだ
さい。」を大きなテーマとして、「あな
たが知っている・見つけた、とってお
きの庄原の風景・風物」で作品を募集
し前期・後期で入選作品を決定します。

■募集期間
前期：７月 15日㈫～ 10月 31日㈮
※締め切り：メールで応募の場合は、
10 月 31 日 22 時必着、郵送は 10 月
31日消印有効
後期：11月４日㈫～２月 27日㈮
※締め切り：メールで応募の場合は、
２月 27日 22時必着、郵送は２月 27
日消印有効

■表彰
）円万１金賞（ 点５各間期２　賞間期
品産特市原庄（ 点５各間期２　賞別特

１万円相当贈呈）

）円万02金賞（ 　点１リプンラグ間年
）円万01金賞（ 点１リプンラグ準間年

※年間グランプリ・準グランプリは期
間賞・特別賞の中から選出します。

■応募作品
●デジタル画像データに限ります。
●形式＝ＪＰＥＧ　
●サイズ＝１MB以上
※メールで応募する場合は、データサ
イズを４ＭＢ以内に圧縮して送信くだ
さい。
※写真データであれば、一眼レフカメ
ラ以外のコンパクトデジタルカメラ・
スマートフォンなどで撮影されたもの
でも応募可能です。

■応募方法　
住所 ･名前・電話番号・撮影場所・撮
影日・作品タイトル・簡単なコメント
を記入して、情報政策課広報広聴係へ

メールで送付するか、データを記録し
たＣＤ－Ｒなどの記憶媒体に必要事項
を記入したメモを添えて郵送か持参し
てください。
メ ー ル：shobara-9@int.city.shobara.
hiroshima.jp

問い合わせ
情報政策課広報広聴係
℡０８２４－７３－１１５９

市ホームページにある
このバナーをクリック
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平成26年度

↖

↖

　庄原市戦没者追悼式
　ならびに平和祈念式典

　本市の戦没者に哀悼の意を表すとともに、再び戦争の惨禍を
繰り返すことのないよう、恒久平和を祈念するため、庄原市戦没
者追悼式ならびに平和祈念式典を次のとおり開催します。
　多くの皆さんの参加をお願いします。

●と　き　８月 20日㈬　10 時～
●ところ　庄原市民会館

※当日は要約筆記による案内に加え、イントラネットでの中継も行
いますので、各支所、自治振興センターなどでもご覧になれます。
※各支所からの送迎バスをご用意しています。利用を希望する場合
は、８月14 日㈭までに各支所に申し込んでください。（定員に限りが
ありますので、ご希望に添えない場合はご了承ください。）

問い合わせ　社会福祉課障害者福祉係　☎ 0824-73-1210
　　　　　　または各支所市民生活室

※８月 26 日（火）～９月１日（月）市役所市民ホールで、恒久平
和を祈念して、「折鶴」や「戦没者の遺品・手紙」などを展示しま
すので、ぜひご覧ください。

父
を
亡
く
し
た
悲
し
み

　

井
澤
さ
ん
は
７
歳
の
時
に
父
親
を
太
平
洋

戦
争
で
失
い
ま
し
た
。
父
親
の
出
兵
当
時
に

は
ま
だ
幼
か
っ
た
井
澤
さ
ん
に
は
、
日
常
生

活
の
中
で
父
親
と
触
れ
合
っ
た
記
憶
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
戦
地
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
父
親
の
手
紙
を
読
み
、
思
い
を
は
せ
て
い

ま
し
た
。

　

父
親
が
な
く
な
っ
た
後
は
、
祖
父
が
父
親

代
わ
り
と
な
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
祖
父
も
高
校
卒
業
前
に
急
死
。
井
澤
さ
ん

は
一
家
の
全
て
を
背
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
当
時
は
将
来
へ
の
不
安
や
重
圧
か
ら
、

父
親
の
お
墓
に
抱
き
つ
い
て
一
晩
中
泣
い
た

こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

遺
族
会
と
の
出
会
い

　

こ
う
し
た
境
遇
を
乗
り
越
え
市
内
の
民
間

会
社
に
就
職
し
た
井
澤
さ
ん
に
、
転
機
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

あ
る
き
っ
か
け
で
知
り
合
っ
た
戦
没
者
の

妻
か
ら
庄
原
市
遺
族
会
に
入
っ
て
み
な
い
か

と
誘
わ
れ
た
の
で
す
。
自
分
と
同
じ
境
遇
の

人
の
存
在
を
知
り
、
自
分
の
気
持
ち
を
理
解

し
て
く
れ
る
仲
間
と
触
れ
合
う
う
ち
に
、
彼

ら
と
行
動
を
共
に
し
た
い
、
戦
死
し
た
父
親

の
思
い
を
誰
か
に
伝
え
た
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

遺
族
会
は
、
国
に
戦
後
補
償
を
求
め
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
間
も
な
い

日
本
で
は
、
井
澤
さ
ん
の
よ
う
な
父
親
を
亡

く
し
た
人
に
と
っ
て
、
生
活
環
境
は
非
常
に

厳
し
く
、
同
じ
よ
う
に
身
内
を
戦
争
で
失
っ

た
日
本
中
の
人
々
が
非
常
に
苦
し
い
中
で
の

活
動
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
何
十
年
も

東
京
の
官
邸
へ
出
向
き
、
自
分
た
ち
の
境
遇

を
訴
え
続
け
る
と
い
う
活
動
を
続
け
ま
し
た

が
、
志
半
ば
で
倒
れ
て
し
ま
う
人
も
少
な
く

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

地
域
を
越
え
た
人
々
と
の
触
れ
合
い
か

ら
、
や
が
て
日
本
全
て
の
遺
族
と
、
戦
没
者

の
願
い
で
あ
る
、
恒
久
平
和
の
実
現
に
つ
い

て
、
自
分
た
ち
が
何
を
す
べ
き
で
あ
る
か
、

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

父
へ
の
あ
ふ
れ
る
思
い

　

活
動
を
続
け
て
い
た
平
成
９
年
。
日
本
政

府
が
遺
族
に
対
す
る
支
援
計
画
を
発
表
。
こ

の
計
画
を
受
け
、
父
親
が
亡
く
な
っ
た
現
在

の
マ
レ
ー
シ
ア
・
ボ
ル
ネ
オ
島
に
行
く
機
会

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

現
地
に
は
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
日
本
兵
を

祀
る
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
行

わ
れ
た
戦
没
者
追
悼
式
典
に
参
列
し
ま
し

た
。
井
澤
さ
ん
は
、
父
親
が
い
な
か
っ
た
苦

し
み
や
、
寂
し
さ
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
の

人
生
に
お
け
る
積
年
の
思
い
を
語
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
初
め
て
父
親
に
“
お
父
さ
ん
”

と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
。
そ
れ

と
同
時
に
、
今
ま
で
の
人
生
や
、
遺
族
会
で

の
活
動
、
そ
し
て
思
い
を
果
た
せ
な
か
っ
た

仲
間
た
ち
の
姿
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
蘇
り
、

涙
が
あ
ふ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

父
親
の
遺
骨
は
戦
後
見
つ
か
っ
て
お
ら

ず
、
ボ
ル
ネ
オ
で
父
の
存
在
を
確
か
め
た
か

っ
た
井
澤
さ
ん
は
、
式
典
会
場
の
近
く
の
日

本
兵
の
火
葬
場
跡
地
を
訪
れ
、
そ
こ
に
父
の

影
を
思
い
、
土
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

平
和
を
語
り
継
ぐ

　

現
在
、
遺
族
会
で
は
戦
没
者
の
孫
の
世
代

を
対
象
に
、
昨
年
か
ら
鹿
児
島
県
の
知
覧
特

攻
平
和
記
念
館
で
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
参
加
者
に
は
、
こ
の
研
修
会
に
参
加
し

や
す
い
よ
う
に
費
用
の
面
や
情
報
提
供
な
ど

支
援
を
行
い
、
戦
争
の
悲
惨
さ
平
和
の
大
切

さ
な
ど
を
学
べ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
遺
族
会
と
庄
原
市
で
は
戦
没
者
の

慰
霊
と
、
恒
久
平
和
の
願
い
を
こ
め
た
式
典

を
毎
年
８
月
に
行
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
認
識

や
平
和
学
習
が
で
き
、
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
を
学
生
や
一
般
の
人
々
に
広
く
提
供

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
式
典
で
は
小
学

校
児
童
に
よ
る
平
和
の
歌
の
合
唱
、
学
生
に

よ
る
吹
奏
楽
の
演
奏
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

肉
親
を
失
っ
た
辛
さ
を
知
っ
て
い
る
井
澤

さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
背
負
っ
て
い

く
人
た
ち
に
は
、
自
分
の
よ
う
な
苦
し
い
思

い
を
し
て
ほ
し
く
な
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　　

今
年
も
庄
原
市
戦
没
者
慰
霊
祭
が
８
月
20

日
、
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
こ
の

式
典
に
参
加
し
て
、
私
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の

未
来
の
た
め
に
何
が
出
来
る
か
を
考
え
て
く

だ
さ
い
。

終
戦
か
ら
69
年
―

戦
争
は
苦
し
み
し
か
生
ま
な
い

自
分
の
よ
う
な
思
い
を

今
の
若
者
に
さ
せ
て
は
い
け
な
い

若
者
に
託
す

平
和
へ
の
思
い

井 澤 聖 昭 さん

庄原市戦没者遺族会会長・広島県遺族会理事
厚生労働省遺族相談員
昭和 13 年３月 30 日生まれ。
農家の４人弟妹の長男として比和に生まれる。
西本町在住。76 歳

総
務
課
行
政
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
３

　

終
戦
か
ら
69
年
。戦
争
に
召
集
さ
れ
た
の
は
未
来
あ
る
多
く
の
若
者
で
し
た
。

尊
い
命
、
明
る
い
未
来
―
、
戦
争
は
そ
れ
ら
を
簡
単
に
奪
う
の
で
す
。
家
族
を

亡
く
し
た
遺
族
の
悲
し
み
は
、69
年
経
っ
た
今
も
消
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

戦
争
と
い
う
過
ち
を
二
度
と
繰
り
返
え
さ
な
い
た
め
に
、
今
を
生
き
る
私
た

ち
が
“
平
和
へ
の
思
い
”
を
語
り
継
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

いざわ　まさあき

昨年の戦没者追悼式・平和祈念式典。八幡小学校児童に
よる合唱。
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リ
「設
施
進
増
康
健
の
市、
月
３
年
本
は
市

。
た
し
ま
し
得
取
を

　

質
木
の
ど
な
材
伐
間
、
材
残
地
林
の
内
市
原

、
て
し
と
的
目
を
用
活
効
有
の
ス
マ
オ
イ
バ

19
年業

事
金
付
交
用
活
利
ス
マ
オ
イ
バ
域
地
に
度

が
社
同
、
は
料
燃
。
す
で
の
も
た
し
備
整
で

乾
・
砕
破
を
材
木
の
内
市
原
庄
で
場
工
次
三

　

成
平
、
し
か
し

22
年
11

よ
に
示
告
定
予
立
申
産
破
、
止
停
業
営
の
ン

。
た
し
ま
い
て
し
動
稼

　

安
で
内
市
、
ら
か
と
こ
い
な
い
が
者
業
事
る

成
達
の
的
目
の
初
当
、
し
修
改
う
よ
る
え
使

。
す
ま
り
図
を

　

。
す
で
定
予
の
ら
か
月
１
年
来
は
動

果
効
の
用
活
◆

　

で
が
と
こ
る
え
抑
を
量
用
使
油
灯
、
り
お
て

が
減
削
費
料
燃
の
円
万
０
８
１
約
間
年
、
き

。
す
ま
れ
ま
込
見

　

、
置
装
給
供
料
燃
、
は
事
工
修
改
の
回
今

円
万
４
６
４
約
は
算
予
修
改
、
き
で
が
と
こ

。
す
で

　

）
※
（Ｂ
Ｄ
率
水

50

で
例
事
の
隣
近
。
ん
せ
ま
い
が
者
業
事
の
存

、
り
お
て
し
要
を
円
万
千
３
約
に
用
費
備
整

か
か
が
用
費
の
額
多
は
に
備
整
設
施
な
た
新

。
す
ま
り

　

す
合
適
に
準
基
率
水
含
は
に
内
市
、
方
一

　

は
用
費
の
こ
、
り
あ
で
円
万
４
６
４
約
は

円
万
０
４
５
果
効
減
削
費
料
燃
の
間
年
３

き
で
収
回
り
よ
に
）
年
３
×
円
万
０
８
１
（

。
た
し
ま
し
と
と
こ
る
す
修

　
　
　

材
木
、
は
と
）
率
水
含
準
基
量
乾
（
Ｂ
Ｄ
※

を
分
水
、
が
さ
重
の
分
水
る
い
て
れ
ま
含
に

て
し
対
に
さ
重
の
分
部
質
実
の
材
木
た
い
除

。
す
で
率
水
含
た
し
表
を
か
％
何

す
ま
し
動
稼
再

▲木質ペレット仕様に改修
　する木質チップボイラー

課
興
振
業
林

　

０
３
１
１
‐
３
７
‐
４
２
８
０
☎

リフレッシュハウス東城の露天風呂

  　広報しょうばら｜２０１４．８月号｜ 16

　

事
備
整
ト
ン
ラ
プ
用
活
利
ス
マ
オ
イ
バ
質
木
「
た
し
展
発
に
件
事
事
刑
給
受
正
不
金
助
補

。
す
ま
り
お
て
し
け
か
お
を
配
心
へ
ん
さ
皆
の
民
市
、
は
て
い
つ
に
」
業

　

成
平
、
に
め
た
の
断
判
の
承
継
が

25
年
12

成
平
ら
か
日
２
月

26

と
場
工
で
間
の
日
６
月
６
年

。
た
し
ま
い
行
を
転
運
整
調
、
け
受
り
借
を
備
設
械
機

　

月
６

25

お
て
い
つ
に
応
対
の
市
の
後
今
と
容
内
の
そ
、
で
の
た
し
ま
り
あ
が
告
報
て
い
つ
に
断
判
の

。
す
ま
し
え
伝

⑴ 

果
結
の
転
運
整
調度

粒

89

（
ｍ
μ

力
能
産
生
の
で
）
１
※

90

、）
％

㈱

度
粒
粉
木

50

約
は
力
能
産
生
の
で
ｍ
μ

43

50

機
砕
粉
Ｍ
Ｐ
Ｂ
②

(

械
機

)

合
具
不
は

(

２
※

)

り
取
め
た
の

の
円
万
千
８
億
１
、
り
あ
で
要
必
が
え
替

。
る
あ
で
要
必
が
資
投

出
ち
持
が
備
設
る
す
送
搬
留
貯
を
品
製
③

程
円
万
千
４
は
に
置
設
再
、
り
お
て
れ
さ

。
る
あ
で
要
必
が
度

。
る
れ
ま
込
見
と
要
必
が

　

 

⑵ 

断
判
と
難
困
は
承
継
業
事
助
補

　　

㈱

退
撤
、
し
断
判
と
難
困
が
と
こ
る
す
承
継

。
た
し
定
決
を
と
こ
る
す

由
理
○

　

導
の
機
替
代
の
機
砕
粉
Ｍ
Ｐ
Ｂ

額
資
投
の
そ
で
み
の
造
製
粉
木
、
で
要
必

。
難
困
は
と
こ
る
す
収
回
を　

　

１
※
　

１
の
分
千
１
。
ン
ロ
ク
ミ
」
ｍ
μ
「

２
※
　

付
交
金
助
補
興
振
業
漁
林
農
市
は
市

了
完
の
ど
な
査
検
動
稼
り
よ
に
定
規
の
綱
要

成
平
（
査
検

22

月
３
年

30

不
。
施
実
を
）
日

の
こ
は
市
。
た
い
で
い
な
し
を
善
改
、
し
領

成
平
を
と
こ

24
。
た
し
握
把
で
査

　

つ
に
い
扱
り
取
の
業
事
助
補
は
市
、
後
今

性
向
方
の
て
し
と
市
、
上
の
議
協
と
国
て
い

、
第
次
り
ま
決
が
性
向
方
。
す
ま
し
討
検
を

。
す
ま
し
せ
ら
知
お
て
め
改

～木質バイオマス利活用プラント整備事業～

㈱グリーンプレジールは
補助事業継承を

林業振興課　０８２４‐７３‐１１３０

【木質バイオマス利活用プラント整備事業の概要】

◆事業実施主体：グリーンケミカル㈱（本社：庄原市）
◆事業年度：平成 20 年度～ 22 年度
◆事業概要：未利用の木質バイオマス（間伐材、林地残材など）から、樹木抽出油 1,980ℓ／年

やバイオマスプラスチックの原料となる木粉 3,000 ｔ／年を製造する機械設備を整
備

◆国交付金：農林水産省　地域バイオマス利活用交付金
◆交付金額：４億 5,068 万円
◆事業休止：平成 22 年 11 月 30 日に㈱ジュオンの営業停止、破産申立予定告示により、グリー

ンケミカル㈱も影響を受け工場の操業を休止
◆不正事件：平成 24 年１月 20 日、事業費を水増しし、補助金を不正受給したグリーンケミカル

㈱の代表取締役西本清宏氏、㈱ジュオン代表取締役西本徹郎氏を補助金適正化法違
反および詐欺罪で告訴。裁判では、両被告人の不正行為を認めた上で、補助金不正
受給額を２億 5,650 万円と認定し、補助金適正化法違反で有罪判決

１　

２　

て
い
つ
に
応
対
の
市
の
後
今
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両ほほに赤い発しん
・りんご病

気になる発しんチェック！

水ほう
・手足口病
・ヘルパンギーナ
・はしか（白い斑点）  など

舌にできたぷつぷつ
・溶連菌感染症  など

かさかさした湿しん
・アトピー性皮膚炎  など

赤いぷつぷつした発しん
・あせも  など

赤いぷつぷつした発しん
・水ぼうそう  など

顔

赤いぷつぷつした発しん
・麻しんや風しん
・水ぼうそう  など

光沢がある水ほう
・水いぼ  など

全　身

全身（関節部など）

口

盛り上がった発しん
・じんましん  など
うみをもった水ほう
・とびひ  など

‐
４
２
８
０
☎
係
進
推
康
健
課
療
医
健
保

73

５
５
２
１
‐

！
中
付
受
請
申」

金
付
給
祉
福
時
臨
「

」
金
付
給
例
特
時
臨
帯
世
て
育
子
「　

月
７

28

子
「」
金
付
給
祉
福
時
臨
「、
ら
か
日

け
受
を
請
申
の
」
金
付
給
例
特
時
臨
帯
世
て
育

は
に
方
る
れ
わ
思
と
者
象
対
。
す
ま
い
て
け
付

の
す
ま
い
て
し
付
送
を
紙
用
請
申
に
旬
下
月
７

限
期
、
上
の
認
確
か
う
ど
か
る
な
に
象
対
、
で

。
い
さ
だ
く
て
し
請
申
に
で
ま

な
と
象
対
の
付
給
、
も
で
方
た
い
届
が
紙
用
（

）。
す
ま
り
あ
が
合
場
い
な
ら

間
期
請
申
●

　

月
７

28

10
月
28
日

】
金
付
給
祉
福
時
臨
【

者
象
対
●

　

 

成
平

26

原
、
で
点
時
日
１
月
１
年

成
平
、
で
方
る
あ
の
録
登
民
住
に
市
原
庄
則

26い
て
れ
さ
税
課
が
）
割
等
均
（
税
民
市
の
度
年

さ
税
課
が
税
民
村
町
区
市
、
し
だ
た
。
方
い
な

活
生
や
合
場
る
い
て
れ
さ
養
扶
に
方
る
い
て
れ

。
外
象
対
則
原
は
者
給
受
の
護
保

法
方
請
申
●

　

指
た
れ
さ
付
送
で
筒
封
の
色
紫

と
容
内
る
い
て
れ
さ
字
印
①
に
紙
用
請
申
の
定

員
全
者
請
申
、
上
の
認
確
を
項
事
意
同
・
約
誓

込
り
振
の
人
本
）
者
表
代
（
者
請
申
②
印
押
の

部
る
き
で
認
確
が
先
み
込
り
振
③
入
記
の
先
み

信
返
の
封
同
、
上
の
付
添
を
し
写
の
帳
通
の
分

。
い
さ
だ
く
て
し
参
持
か
る
す
送
郵
で
筒
封
用

に
象
対
、
も
て
く
な
い
て
い
届
が
紙
用
請
申
※

申
。
い
さ
だ
く
絡
連
ご
は
方
る
れ
わ
思
と
る
な

本
、
は
に
時
請
申
（。
す
ま
し
付
送
を
紙
用
請

あ
で
税
課
非
が
方
る
い
て
し
養
扶
を
人
本
と
人

）。
す
で
要
必
が
書
明
証
の
と
こ
る

】
金
付
給
例
特
時
臨
帯
世
て
育
子
【

者
象
対
●

　

 

成
平

26

原
、
で
点
時
日
１
月
１
年

分
月
１
、
で
方
る
あ
の
録
登
民
住
に
市
原
庄
則

当
手
童
児
、
し
だ
た
。
者
給
受
の
当
手
童
児
の

給
祉
福
時
臨
や
方
の
上
以
額
度
限
限
制
得
所
の

象
対
は
ど
な
者
給
受
護
保
活
生
、
者
給
受
金
付

。
外

法
方
請
申
●

　

紙
用
請
申
の
定
指
た
れ
さ
付
送

意
同
・
約
誓
と
容
内
る
い
て
れ
さ
字
印
①
、
に

務
公
②
、
印
押
へ
欄
請
申
え
う
の
認
確
を
項
事

振
と
書
明
証
た
れ
さ
付
交
ら
か
庁
属
所
、
は
員

し
写
の
帳
通
の
分
部
る
き
で
認
確
が
先
み
込
り

送
郵
で
筒
封
用
信
返
の
封
同
、
上
の
―
付
添
を

。
い
さ
だ
く
て
し
参
持
か
る
す

　

振
の
へ
外
以
座
口
込
振
の
当
手
童
児
、
お
な

類
書
認
確
人
本
、
は
合
場
る
す
望
希
を
み
込
り

。
い
さ
だ
く
て
し
付
添
を
し
写
の

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お
で
ま

せ
わ
合
い
問
お
る
す
関
に
人
個
の
で
話
電
※

さ
養
扶
「」
か
る
い
て
れ
さ
税
課
は
税
民
市
「（

」
か
る
い
て
け
受
を
当
手
童
児
「」
か
る
い
て
れ

。
ん
せ
ま
き
で
が
と
こ　

せ
わ
合
い
問

金
付
給
祉
福
時
臨
●

）
課
祉
福
会
社
（
ル
ヤ
イ
ダ
用
専
金
付
給

７
３
７
１
‐
３
７
‐
４
２
８
０
☎

金
付
給
例
特
時
臨
帯
世
て
育
子
●

係
祉
福
童
児
課
祉
福
童
児

２
９
１
１
‐
３
７
‐
４
２
８
０
☎

　

ひ
び
と

　

）
う
ほ
い
す
（
疱
水
に
ど
な
跡
れ
さ
刺
虫

濁
く
白
で
膿
は
疱
水
、
て
が
や
、
き
で
が

に
態
状
た
し
く
じ
く
じ
と
す
わ
こ
き
か
、
り

し
壊
き
か
を
傷
た
し
く
じ
く
じ
。
す
ま
り
な

も
に
こ
そ
と
く
か
を
ろ
こ
と
の
か
ほ
で
爪
た

部
た
し
く
じ
く
じ
ば
れ
あ
が
薬
た
れ
さ
方
処

　

　

。
す
で
節
季
い
多
の
ル
ブ
ラ
ト
膚
皮
は
夏

皮
、
に
う
よ
る
き
で
が
と
こ
す
ご
過
く
し
楽

早
、
ず
せ
置
放
は
に
時
た
じ
感
を
常
異
に
膚

　

も
せ
あ

　

、
側
内
の
肘
や
こ
で
お
い
す
や
き
か
を
汗

、
き
で
が
つ
ぶ
つ
ぶ
い
白
に
ど
な
り
周
の
首

ま
り
な
に
疹
発
い
赤
る
あ
の
み
ゆ
か
て
が
や

１
は
の
も
い
白
ば
れ
す
を
ア
ケ
ン
キ
ス
。
す

　

が
ゆ
か
、
か
る
取
き
ふ
は
後
た
い
か
を
汗

応
対
て
て
当
を
ル
オ
タ
い
た
冷
は
に
き
と
る

　

相
に
師
医
は
に
き
と
い
な
ら
治
か
な
か
な

　

ぼ
い
水

　

ぼ
い
る
あ
の
沢
光
く
白
に
足
手
や
か
な
お

ン
ピ
は
療
治
の
ぼ
い
水
。
す
ま
え
増
ら
か
こ

と
こ
る
え
与
を
痛
苦
に
も
ど
子
、
が
す
ま
い

療
治
て
し
談
相
く
よ
と
師
医
、
で
の
る
な
に

。
い
さ
だ
く
て
し

の
夏
の
も
ど
こ

う
よ
し
防
予
を
ル
ブ
ラ
ト
膚
皮

母子保健母子保健母子保健
コーナー

●臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金　申請受付中！
カクニンジャ！
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健 広 場康
healthy column

に
態
状
護
介
要
・
析
透
工
人

気
病
い
す
や
り
な

　　

、
病
臓
腎、
は
と」
）
Ｄ
Ｋ
Ｃ
（病
臓
腎
性
慢
「

い
言
を
と
こ
の
態
状
く
続
が
下
低
の
能
機
腎

血
高
、
病
尿
糖
は
く
多
の
因
原
の
そ
。
す
ま

健
、
く
な
は
で
け
だ
る
な
に
要
必
が
析
透
工

認
「
る
あ
で
気
病
な
的
表
代
の
因
原
る
な
に

や
り
な
に
」
塞
梗
筋
心
「」
塞
梗
脳
「」
症
知

の
体
全
族
家
は
析
透
工
人

気
病
く
招
を
下
低
の
質
の
活
生

　　

０
０
３
千
１
約
で
内
国
在
現
、
は
数
者
患

と
」
病
民
国
な
た
新
「、
れ
さ
計
推
と
人
万

析
透
は
者
患
の
Ｄ
Ｋ
Ｃ
。
す
ま
い
て
れ
わ
言

群
備
予
護
介
要
、
が
す
ま
り
あ
も
で
群
備
予

。
す
ま
え
言
も
と

　

の
析
透
工
人
「
は
省
働
労
生
厚
、
た
ま

の
り
た
当
人
１

間
年
は
費
療
医

に
円
万
０
０
５

に
と
こ
る
な
も

的
間
時
、
え
加

・
的
体
身
や
束
拘

が
限
制
的
会
社

と
こ
る
す
生
発

者
患
、
り
よ
に

家
の
そ
び
よ
お

質
の
活
生
の
族

表
発
と
」
る
な
に
と
こ
す
ら
た
も
を
下
低
の

。
す
ま
い
て
し

み
組
り
取
る
す
防
予
を
Ｄ
Ｋ
Ｃ

　

」
矢
の
本
３
「
ス
ク
ミ
ノ
ベ
ア
め
た
の
こ

、
は
で
」
略
戦
興
再
本
日
「
目
本
３
の
ち
う
の

た
新
る
す
関
に
進
推
の
理
管
康
健
・
防
予
「

尿
糖
「
て
し
と
つ
一
の
」
り
く
づ
み
組
仕
な

す
防
予
を
入
導
析
透
工
人
の
者
患
症
腎
性
病

挙
を
国
。
す
ま
い
て
げ
挙
を
」
業
事
防
予
る

院
当
、
で
中
る
れ
わ
行
が
策
対
病
臓
腎
て
げ

圧
血
の
体
全
民
市
「
も
市
原
庄
。
す
ま
い
て

成
平
に
標
目
を
」
と
こ
る
げ
下
％
５
を

23
年

。
す
ま
い
て
め
進

　

な
は
で
け
だ
果
効
の
み
組
り
取
の
ら
れ
こ

保
康
健
民
国
の
市
原
庄
、
が
す
ま
い
思
と
い

ち
う
の
者
入
加
度
制
療
医
者
齢
高
期
後
、
険

成
平
、
は
ん
さ
者
患
析
透
工
人

23

に
末
度
年

は
98

成
平
、
が
た
し
で
人

25

は
に
末
度
年

83

約
と
人

15

万
０
０
５
千
７
約
間
年
、
り
減
％

。
た
し
ま
し
少
減
が
費
療
医
の
円

　

た
の
弱
人
千
５
は
医
科
内
臓
腎
の
内
国

人
万
０
０
３
千
１
で
け
だ
医
科
内
臓
腎
、
め

可
不
は
と
こ
う
行
を
療
診
の
者
患
Ｄ
Ｋ
Ｃ
の

域
地
北
備
「
は
で
院
当
、
が
す
で
態
状
な
能

ど
な
」）
帳
手
病
臓
腎
（
ス
パ
携
連
Ｄ
Ｋ
Ｃ

を
査
検
な
的
期
定

　

め
た
い
な
せ
さ
化
悪
、
し
防
予
を
Ｄ
Ｋ
Ｃ

習
活
生
の
ど
な
圧
血
高
・
病
尿
糖
①
、
は
に

い
な
ら
な
に
満
肥
②
、
療
治
・
防
予
の
病
慣

査
検
液
血
。
す
で
要
重
が
―
煙
禁
③
、
と
こ

け
受
も
査
検
尿
に
的
期
定
、
く
な
は
で
け
だ

際
の
診
受
。
い
さ
だ
く
て
し
診
受
を
来
外
科

行
に
確
正
が
断
診
と
だ
明
不
が
過
経
、
は
に

あ
が
と
こ
い
な
え

必
、
で
の
す
ま
り

願
お
を
状
介
紹
ず

。
す
ま
し
い

　

」
病
臓
腎
性
慢
「

透
、
て
し
防
予
を

く
な
は
で
け
だ
析

な
に
態
状
護
介
要

し
に
う
よ
い
な
ら

新たな国民病
「慢性腎臓病（CKD）」
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全
国
で
の
活
躍
を
誓
う

全
国
大
会
出
場
者
壮
行
式

民
間
活
力
で
市
有
施
設
の
有
効
利
用
を

太
陽
光
発
電
事
業
に
関
す
る
協
定
書
締
結

市
民
ひ
と
り
１
ス
ポ
ー
ツ
の
実
現
へ

庄
原
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

建
設
会
社
と
技
術
者
の
高
い
施
工
能
力
を
評
価

優
良
建
設
工
事
施
工
業
者
の
認
定
、
優
良
技
術
者
の
表
彰

Topics   SHISEI  Topics市政トピックス
　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
、
国
際
大
会
や

全
国
大
会
な
ど
へ
出
場
す
る
選
手
の
壮
行
式

が
７
月
17
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
行
わ
れ
、

出
場
者
を
は
じ
め
関
係
者
や
家
族
な
ど
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

壮
行
式
で
は
、
木
山
耕
三
市
長
と
赤
木
忠

德
市
議
会
副
議
長
が
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
出
場
者
に
祝
金
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
出
場
者
を
代
表
し
て
、
平
成
26
年

度
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会

第
47
回
卓
球
大
会
へ
出
場
す
る
平
田
美
咲
さ

ん
が
決
意
表
明
を
述
べ
、
大
会
で
の
活
躍
を

誓
い
ま
し
た
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
夏
の
身
近
な
風

物
詩
「
お
も
ち
ゃ
花
火
」。
家
族
や
友
達

と
の
花
火
は
夢
が
膨
ら
み
、
安
ら
ぎ
の
ひ

と
と
き
で
す
ね
。

　

し
か
し
、「
お
も
ち
ゃ
花
火
」
と
は
い

え
花
火
の
原
料
は
火
薬
で
あ
り
、
取
扱
い

上
の
不
注
意
か
ら
毎
年
火
災
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

火
災
や
火
傷
な
ど
の
事
故
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
、
夏
の
楽
し
い
思
い

出
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

５
つ
の
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

❶　

花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ
く

読
ん
で
、
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

❷　

花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え

や
す
い
も
の
が
あ
る
場
所
で
し
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
衣
服
に

火
が
つ
か
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

❸　

風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊
び
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

❹　

水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
て
、
終
わ
っ
た

花
火
は
完
全
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

❺　

大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

平
成
26
年
度

庄
原
市
防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ

　

豪
雨
災
害
に
備
え
、
災
害
か
ら
住
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
と
と
も
に
、
地
域
で

の
自
主
防
災
体
制
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
26
年
度
庄
原
市
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

　

訓
練
は
、
非
常
に
強
い
台
風
の
襲
来
に

よ
り
、
庄
原
市
で
記
録
的
短
時
間
大
雨
が

記
録
さ
れ
、
市
街
地
で
土
砂
災
害
が
発
生

し
た
と
想
定
し
、
市
、
西
城
自
治
振
興
区
、

庄
原
市
消
防
団
を
は
じ
め
、
各
関
係
機
関

が
協
力
し
て
10
種
目
の
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。
広
島
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も
参
加

し
、
見
学
も
で
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
観
く
だ
さ

い
。

と
き　

８
月
31
日
㈰
９
時
～
11
時
30
分

※
小
雨
決
行

※
当
日
の
気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
中
止
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

西
城
球
技
場
お
よ
び
周
辺
一
帯

（
西
城
町
大
佐
）

　

市
と
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
販
売
の
㈱
ウ

エ
ス
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
広

島
市
）
は
７
月
３
日
、
市
の
所
有
す
る
施
設

の
屋
根
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
㈱
ウ
エ
ス
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
取
り
付
け
て
発
電
し
た
電
気
を
売
っ
て
自

社
の
収
入
と
す
る
一
方
、
市
は
施
設
の
有
効

利
用
と
使
用
料
収
入
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
、

　
「
第
24
回
庄
原
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
７
月
６
日
～
27
日
の
期
間
で
開
催

さ
れ
、
７
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
総
合
開
会

式
に
は
、
各
種
目
の
役
員
・
選
手
約
２
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
会
長
の
木
山
耕
三
市
長
が
「
健
康
づ

く
り
・
体
力
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
、
互
い
の

交
流
を
深
め
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現

を
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ
て
く
だ

　

市
は
７
月
16
日
、
庄
原
市
優
良
建
設
工
事

施
工
業
者
の
認
定
式
な
ら
び
に
優
良
技
術
者

の
表
彰
式
を
開
催
し
、
平
成
25
年
度
に
完
成

し
た
工
事
の
う
ち
、
優
れ
た
工
事
施
工
に
よ

り
認
定
基
準
を
満
た
し
た
２
工
事
の
施
工
業

者
を
「
優
良
建
設
工
事
施
工
業
者
」
と
し
て

認
定
し
、
工
事
を
担
当
し
た
技
術
者
を
「
優

良
技
術
者
」
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
会
社
の
技
術
力
向
上

を
目
的
に
、
市
が
発
注
す
る
５
０
０
万
円
以

上
の
建
設
工
事
に
つ
い
て
、
品
質
や
出
来
栄

え
、
安
全
対
策
な
ど
を
総
合
的
に
評
価
す
る

　

大
会
出
場
者
（
敬
称
略
）

パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
選
手
権
大
会
・
ア
ジ
ア

競
技
大
会
（
競
泳
）

金
藤　

理
絵
（
山
内
町
・Jaked

）

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
写
真
部
門
）

松
本　

涼
太
（
庄
原
格
致
高
２
年
）

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
促
進
や
保
育

所
・
小
中
学
校
で
の
環
境
教
育
の
推
進
を
図

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
事
業
に
か
か
る
市
の
費
用
負
担
は
ゼ

ロ
で
、
屋
根
の
使
用
料
や
固
定
資
産
税
な
ど

20
年
間
で
約
８
８
０
０
万
円
の
収
入
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
施
設

は
、
日
当
た
り
や
耐
震
性
な
ど
を
考
慮
し
て

選
定
し
た
31
施
設
を
予
定
し
て
お
り
、
年

間
発
電
量
は
一
般
家
庭
約
３
５
０
世
帯
分

（
１
２
７
万
kw
時
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

市
は
、
今
後
も
市
有
施
設
の
有
効
利
用
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

さ
い
」と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、庄
原
市
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
の
竹
本
健
三
さ
ん
の
力
強
い
選

手
宣
誓
で
開
会
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
14
競
技
５
講
習
会
（
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
含
む
）
の
計
19
種
目
が
市
内

各
会
場
で
開
催
さ
れ
、庄
原
市
が
掲
げ
る「
市

民
ひ
と
り
１
ス
ポ
ー
ツ
」の
実
現
を
目
指
し
、

約
２
千
人
の
市
民
が
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。

菅
原　

大
嵩
（
庄
原
格
致
高
２
年
）

金
山　

新
平
（
庄
原
実
業
高
３
年
）

田
邊　

春
霞
（
庄
原
実
業
高
３
年
）

石
原　
　

愛
（
庄
原
実
業
高
２
年
）

Ｎ
Ｐ
Ｂ
ガ
ー
ル
ズ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト（
軟
式
野
球
）

酒
井
亜
寿
花
（
川
北
小
６
年
）

ヤ
ン
グ
リ
ー
グ
選
手
権
大
会（
硬
式
野
球
・
少
年
）

三
田　

脩
也
（
庄
原
中
３
年
）

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会

●
陸
上
競
技
（
砲
丸
投
げ
、
円
盤
投
げ
）

大
掛　

恵
造
（
三
次
高
定
時
制
３
年
）

●
卓
球

平
田　

美
咲
（
三
次
高
定
時
制
２
年
）

長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
（
な
ぎ
な
た
）

足
立　

朱
穂
（
濁
川
町
）

全
国
教
職
員
剣
道
大
会

田
淵　

秀
彦
（
西
城
町
）

全
国
健
康
福
祉
祭
と
ち
ぎ
大
会
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１
４

●
剣
道

田
淵　

秀
彦
（
西
城
町
）

●
卓
球
（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
）

岩
本　

里
美
（
西
本
町
）

尾
﨑　

民
子
（
門
田
町
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

●
卓
球

堀　
　

耀
介
（
近
大
付
属
広
島
高
福
山
校
３
年
）

山
本
亜
由
美
（
府
中
東
高
３
年
）

●
陸
上
競
技
（
４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
）

武
田　

仁
志
（
広
島
皆
実
高
３
年
）

全
日
本
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

香
川　

大
地
（
板
橋
町
・
近
畿
大
学
）

全
日
本
都
道
府
県
対
抗
女
子
剣
道
優
勝
大
会

辻
坊　

雅
美
（
東
城
町
）

「
工
事
成
績
評
定
点
」
が
82

点
以
上
（
１
０
０
点
満
点
）

の
成
績
を
収
め
た
工
事
の
施

工
業
者
と
技
術
者
を
認
定
・

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

木
山
耕
三
市
長
は
「
今
後

も
他
の
業
者
の
見
本
と
な

り
、
高
い
技
術
力
を
社
会
資

本
の
整
備
や
維
持
管
理
に
役

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
、
認
定
書
と
表
彰
状
を

手
渡
し
ま
し
た
。

庄
原
消
防
署

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
９
９
１
１

安
心
・
安
全
な

毎
日
の
た
め
に

○優良認定業者および優良技術者　　　　　　　　 （敬称略）
優良認定業者名 対象工事名 優良技術者名

㈱大歳組（東本町） 峰田地区配水管
布設工事 鯰谷 忠春

宮田建設㈱（東城町）三坂地区（郷原～宇那田）
配水管布設替工事 松本 文昭

木山市長らと壮行式に参加した 13 人で記念撮影

協定書にサインし笑顔の木山市長とウエ
ストエネルギーソリューション代表取締
役社長の恩田英久さん（右）

右から、㈱大歳組の鯰谷さん、常務取締役黒谷武晴さん、
木山市長、宮田建設㈱の代表取締役笹尾進さん、松本さん
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ぐるっと庄原カメラレポート

Report ４ Report １「住宅デー」で修繕ボランティア 地元ってすごい！ふるさとの魅力再発見
広島県建設労働組合第 12 地域連合庄原が奉仕活動 東城小学校ＰＴＣ活動

全国統一「住宅デー」の６月 25日を中心に、全国 各地で建設労働組合による技術奉仕活動が行われまし
た。
市内では６月 21日から 25 日にかけて、広島県建
設労働組合第 12地域連合庄原の組合員 46人が、各
保育所、子育て支援センター、小中学校、一人暮らし
の高齢者宅を修繕しました。
美古登小学校では、８人の組合員が訪れ、傷みが目
立っていた木製遊具や本棚を手際よく修理。まるで新
品のように生まれ変わりました。
同小学校の和田眞理子校長は「的当てをきれいに直
していただき、また、本棚に大きな本も入るようにな
り喜んでいます。毎年、皆さんのおかげで本校の施設
も充実してきており、大変感謝しています」とお礼の
言葉をかけていました。

東城小学校５年生 46 人と保護者、教員が６月 26
日、ＰＴＣ活動で東城検定と工場見学を行いました。
はじめに、東城の魅力を再認識し、ＰＲしようと作

られた問題集を利用した「東城検定」が行われ、文化
財や東城出身の人物に関する問題など 20問を親子で
解きました。
工場見学では、地元東城で創業の削岩機メーカー「ヤ

マモトロックマシン㈱」を訪れ、「ひろしまたてもの
がたり 100 セレクション」に認定された趣のある工
場の中で、社員から削岩機の組立工程などの説明を受
けながら実際の作業の様子を間近で見学しました。
児童たちは「迫力があってすごかった」「小さな部

品まで丁寧に作っていることに驚いた」と興奮気味に
話していました。

Report ６ Report ３無数の蛍に出会う夏夜 ご当地ヒーローが子育て応援
総領保育所ほたる見コンサート “子育て講演会＆ヒーローショー”

総領保育所で６月 20日、西城町在住のアコーディ
オン奏者古川由紀さんを招いてコンサートが開催さ

れ、園児や保護者、地域住民など１１３人が参加しま
した。
「みんなで歌おう」を合言葉に、古川さんのアコー
ディオン演奏に合わせ「手のひらを太陽に」や「山の
音楽家」など全 10曲を全員で元気よく合唱しました。
コンサートの後は、親子でうちわ作りに挑戦し、暑
さを吹き飛ばすオリジナルの素敵なうちわを完成させ
ました。
午後８時過ぎには保育所前の田総川沿いを散策。た
くさんの蛍に出会った園児からは「光った！」「きれ
い！」などの歓声が飛び交いました。蛍の織り成す幻
想的な空間で、初夏のひとときを親子で楽しんでいま
した。

口和自治振興区、口和子育て支援センターが共催す
る「子育て講演会＆ヒーローショー」が７月６日、口
和自治振興センターで行われ、親子連れなど約５０人
が来場しました。
広島県のご当地ヒーロー“安芸戦士メープルカイ

ザー”が「育メンヒーローの子育て講演会」と題して
講演。児童虐待防止、苦労した子ども時代、父として
家族の思いなど、子育て奮闘記を熱く語りました。
講演後の「ヒーローショー」では、子どもたちの笑

顔を守るためメープルカイザーが悪と奮闘。子どもた
ちから「メープルカイザーがんばれ！」「負けるなメー
プルカイザー！」と声援が飛び交っていました。

Report ５ Report ２自己記録に挑戦！ 花壇の手入れで心を育む
第19回庄原市小学校陸上競技記録会 高野中と老人クラブが共同でボランティア活動

庄原市小学校陸上競技記録会が６月 21
日、上野総合公園陸上競技場で行われ、昨
年度を上回る市内の小学生 598 人（４年
～６年の希望者）が参加しました。
この記録会は、児童の体力・競技力の向
上や心身の練磨育成を図ることを目的に開
催されており、今回で 19回を数えます。
当日は好天の下、11 種目が行われ、選
手たちは自己記録に挑戦。全力で頑張る姿
に会場からは熱い声援が送られていまし
た。
なお、大会結果（各種目第１位）は次の
とおりです。※カッコ内は学年。

高野中学校３年生 17人が６月 20日、荒神谷、蓬莱会の各老人
クラブの皆さんと一緒に、花壇整備のボランティア活動を行いまし
た。
長年続くこの活動は、近い将来地域の担い手となる中学生に、自

ら地域づくりに参加することの楽しさを体験してもらう場にもなっ
ています。
当日は朝から暑くなりましたが、生徒たちは老人クラブの皆さん

に、鍬の使い方や花の植え替え方法を教えてもらいながら作業に励
みました。作業後は、きれいになった花壇の脇で談笑しながら、満
足そうに汗をぬぐっていました。
参加した生徒の柳迫彩さんは「この体験を通してボランティアの

素晴らしさがわかった。これからも色々なボランティアに参加して
さまざまな人と触れ合っていきたい」と話していました。

●男子４× 100 ｍリレー　
山内Ａ
奥　優一叶（５）
池田　友樹（５）
道下　黎哉（５）
山本　陸哉（６）
●女子４× 100 ｍリレー　
西城Ａ
竹森　理紗（６）
奥原乙歩百（６）
丹波　慶美（６）
守長　沙奈（６）
●混成４× 100 ｍリレー　
山内Ａ
松川　晟夕（４）
稲垣　帆乃（４）
松川　瑠華（４）
武田志央里（４）

●男子 100 ｍ
山本　陸弥（山内小６）
●男子 80 ｍハードル
田邊　勇貴（総領小６）
●女子 100 ｍ　
持田　芽衣（粟田小６）
●女子 80 ｍハードル 
永井　晴奈（永末小６）

●男子 800 ｍ　
石妙　直樹（永末小６）
●男子走幅跳 
松浦　正樹（永末小６）
●女子 800 ｍ　
谷本　　楓 （東城小５）
●女子走幅跳 
永井　晴奈（永末小６）

▲記録会の様子 ▲指導を受けながら作業する生徒たち

▲本棚を修理する組合員の皆さん　　 ▲組立工程の説明を熱心に聴く児童たち

▲親子でうちわ作り ▲頑張れ！メープルカイザー！
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Report ７ 自分の思いを英語に乗せて
第10回中学生による英語スピーチ大会

庄原ロータリークラブ、しょうばら国際交流協会、
庄原市教育委員会の３者が共催する「第 10回中学生
による英語スピーチ大会」が６月８日、庄原市ふれあ
いセンターで開催されました。
市内７中学校から 11人の生徒が参加し、自分の体

験を通してより深く考えるようになったことや、家族
や地域への思い、日頃感じていることなどについて、
英語でスピーチを披露。家族や地域、学校の教諭に見
守られる中、堂々と発表していました。
市内の学校に勤務するＡＬＴにより審査が行われ、

３人の生徒に優秀賞が贈られました。

●優秀賞　木場　菜月さん（庄原中３年）　
　　　　　後藤　新奈さん（東城中３年）
　　　　　安広　ゆいさん（庄原中３年）

地域ぐるみでタマネギ生産に力を入れている八鉾自治振興区が７月
６日、八鉾自治振興センターで「タマネギ祭」を初開催しました。
当日はおよそ 200 人が来場。たまねぎ５つの重さを競うメーンイ

ベント「タマネギの大きさ比べ」では、区民 29人が自慢の手作りた
まねぎを出品。2,970 ｇで優勝した長谷川義憲さんは「妻が丹精こめ
て作ったタマネギ。賞金の地域振興券は持って帰って妻に。また機会
があればがんばって出品したい」と意気込んでいました。
もうひとつのメーンである「タマネギ料理コンテスト」には、西城

町全体から計 13品が出品。1位の大変大変よかったで賞を獲得した
「玉ねぎの炊き込みごはん」を始め、個性豊かな料理が並びました。
振興区の小笠原洋行会長は「たまねぎ生産の取り組みは販売目的で

はなく、栽培を通して地域の和を育む活動であり、その意味では今回
の催しは非常に成果があった。今後も地域の皆さんが作ったタマネギ
を振興区を通して販売し、地域の連帯感を強めたい」と話していまし
た。

７月７日の七夕の日、比和自治振興センターで比和
のつどい「たなばたまつり」が開催されました。
梅雨の最中であいにくの雨模様でしたが、会場には

この日を楽しみにしていた地域の方約 200 人が来場
し、比和保育所園児や小学生が手遊び歌やよさこい踊
り、比和中学校の生徒が合唱などを披露し、観客も子
どもたちと触れ合いながら楽しみました。
子どもたちの元気な姿に「こうやって子どもたちと

子「」たえらもを気元でのいなかなかなは会機う合れ触
どもたちの笑顔に癒やされた」などといった声も聞か
れ、笑い声の絶えない一日となりました。

Report ８

Report ９

タマネギの輪、地域の和

世代を超えて多くの人がふれあう

八鉾自治振興区タマネギ祭

比和たなばたまつり

身近でホットな情報をお寄せください。情報政策課広報広聴係  ☎ 0824-73-1159／ Fax0824-72-3322

ぐるっと庄原カメラレポート

パシ
ャッ
！

▶みんなで記念撮影

▲地域の皆さんと触れ合い

▲タマネギの大きさ比べで
優勝した長谷川さん

お 知 ら せnformation
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14
時

ろ
こ
と

　

階
２
舎
庁
３
第
舎
庁
次
三
県
島
広

１
‐
６
‐
４
東
市
日
十
市
次
三

課
祉
福
会
社
に
で
ま
前
間
週
１
※

。
を
約
予
へ
係
祉
福
者
害
障

‐
４
２
８
０
☎

73

０
１
２
１
‐

会
談
相
期
定
員
談
相
者
害
障

﹈
域
地
原
庄
﹇

体
身
○

　

８
月
11

㈪
日

13
時
30

16
時
30
分

的
知
○

　
日
８
月
９

㈪

13
時
30

16
時
30
分

ろ
こ
と

　

。
す
ま
き
で
も
約
予
前
事
※

せ
わ
合
い
問

　

係
祉
福
者
害
障
課
祉
福
会
社

‐
４
２
８
０
☎

73

０
１
２
１
‐

談
相
童
児
回
巡
期
定

　

ン
セ
庭
家
も
ど
こ
部
北
県
島
広

。
す
ま
じ
応

域
地
原
庄
●

き
と

　

８
月
21

月
９
・
㈭
日

18
日
㈭

10

15
時

ろ
こ
と

　

課
祉
福
童
児
に
で
ま
前
間
週
１
※

。
を
約
予
へ
係
援
支
ん
し
ん
あ

‐
４
２
８
０
☎

73

１
５
０
０
‐

域
地
城
東
●

き
と
　

８
月
22

月
９
・
㈮
日

26
日
㈮

10

15
時

ろ
こ
と

　

所
支
城
東

市
所
支
城
東
に
で
ま
前
間
週
１
※

。
を
約
予
へ
室
活
生
民

１
３
１
５
‐
２
‐
７
７
４
８
０
☎

談
相
康
健

　

市
次
三
（
所
健
保
部
北
県
島
広

相
康
健
る
す
施
実
で
）
東
市
日
十

約
予
ご
で
話
電
に
前
事
。
す
で
談

。
す
ま
し
守
厳
は
密
秘。
い
さ
だ
く

談
相
康
健
の
心
○

　

心
の
ど
な
病
つ
う
、
ス
レ
ト
ス

の
そ
や
方
る
あ
の
安
不
に
康
健
の

。
す
ま
じ
応
に
談
相
の
ら
か
族
家

き
と

　

８
月
19

日
９
月
９
・
㈫
日

㈫

13

14
時

所
支
城
東
、
は
に
㈭
日
４
月
９
※

（。
す
ま
し
施
実
も
で

13
時
30
分

14
時
30

）
分

談
相
・
査
検
ズ
イ
エ
○　

ら
け
受
で
名
匿
・
料
無
は
査
検

知
お
に
日
の
そ
は
果
結
。
す
ま
れ

受
時
随
は
談
相
。
す
ま
き
で
せ
ら

。
す
ま
い
て
け
付
け

き
と

　
月
８

27

月
９
・
㈬
日

10
日
㈬

13

14
時
30
分

せ
わ
合
い
問
・
み
込
し
申

　
課
健
保
所
健
保
部
北
県
島
広

‐
４
２
８
０
☎

63

１
８
１
５
‐

　

談
相
権
人

　

相
が
員
委
護
擁
権
人
で
域
地
各

。
す
ま
じ
応
に
談

域
地
原
庄
●

き
と
　

８
月
19

月
９
・
㈫
日

２

㈫
日

13
時
30

16
時
30
分

ろ
こ
と

　

域
地
城
西
●

き
と
　

９
月
11

㈭
日

13
時
30

16
時
30
分

ろ
こ
と

　

域
地
城
東
●

き
と
　

９
月
４

㈭
日

13
時
30

15
時
30
分

ろ
こ
と

　

域
地
野
高
●

き
と
　

８
月
19

㈫
日

13

15
時

ろ
こ
と

　

所
支
野
高域

地
和
比
●

き
と
　

８
月
21

㈭
日

13
時
30

15
時
30
分

ろ
こ
と

　

域
地
領
総
●

き
と
　

月
９

10

㈬
日

11
時

ろ
こ
と

　

せ
わ
合
い
問

会
議
協
員
委
護
擁
権
人
次
三

‐
４
２
８
０
☎

62

２
７
５
２
‐

談
相
政
行

　

に
政
行
の
国
が
員
委
談
相
政
行

談
相
。
す
ま
じ
応
に
談
相
る
す
関

。
ん
せ
ま
り
要
は
約
予
で
料
無
は

域
地
原
庄
●

き
と
　

８
月
21

㈭
日

13

16
時

ろ
こ
と

せ
わ
合
い
問

　

係
活
生
民
市
課
活
生
民
市

‐
４
２
８
０
☎

73

４
５
１
１
‐

域
地
城
西
●

　

き
と
　

８
月
21

㈭
日

13
時
30

15
時
30
分

ろ
こ
と

　

セ
合
総
祉
福
健
保
城
西

せ
わ
合
い
問

室
活
生
民
市
所
支
城
西

‐
４
２
８
０
☎

82

４
２
１
２
‐

域
地
和
口
●

　

き
と
　

８
月
21

㈭
日

13
時
30

15
時
30
分

ろ
こ
と

　

せ
わ
合
い
問

室
活
生
民
市
所
支
和
口

‐
４
２
８
０
☎

87

２
１
１
２
‐

域
地
野
高
●

　

き
と
　

８
月
19

㈫
日

13

15
時

ろ
こ
と

　

所
支
野
高せ

わ
合
い
問

室
活
生
民
市
所
支
野
高

‐
４
２
８
０
☎

86

５
１
１
２
‐

域
地
和
比
●

　

き
と
　

８
月
21

㈭
日

13
時
30

15
時
30
分

ろ
こ
と

　

せ
わ
合
い
問

室
活
生
民
市
所
支
和
比

‐
４
２
８
０
☎

85

１
０
０
３
‐

域
地
領
総
●

　

き
と
　

９
月
10

㈬
日

９

11
時

ろ
こ
と

　

せ
わ
合
い
問

室
活
生
民
市
所
支
領
総

‐
４
２
８
０
☎

88

３
６
０
３
‐

25｜２０１４．８月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

募
　
　
集

そ  

の  

他

催
　
　
し

庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重
債
務

な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を

受
け
、
解
決
の
た
め
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き　

毎
週
月
～
金
曜
日

（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

９
時
～
16
時（
12
時
～
13
時
休
み
）

と
こ
ろ

市
役
所
１
階
市
民
生
活
課
内

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
２
８

庄
原
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

道
の
駅
グ
ル
メ
ラ
イ
ド　
　
　

　

in
中
国
山
地
参
加
者
募
集
！

～
６
つ
の
道
の
駅
を
巡
る
、
全
長

１
２
４
㎞
の
ラ
イ
ド
コ
ー
ス
～

　

庄
原
市
・
三
次
市
・
島
根
県
奥

出
雲
町
・
雲
南
市
・
飯
南
町
の
２

県
５
市
町
に
ま
た
が
る
全
長
約

１
２
４
㎞
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ

る
コ
ー
ス
。
コ
ー
ス
内
に
あ
る
６

つ
の
道
の
駅
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で

巡
り
な
が
ら
、
中
国
山
地
の
雄
大

な
コ
ー
ス
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

と
き　

10
月
５
日
㈰

受
付
６
時
～

ス
タ
ー
ト　

７
時
30
分

ゴ
ー
ル　

17
時
30
分（
制
限
時
間
）

※
受
付
・
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
は

道
の
駅
ゆ
め
ラ
ン
ド
布
野

参
加
費　

６
千
円

申
込
期
限　

９
月
７
日
㈰

申
し
込
み
先

○
電
話
受
付

０
５
７
０
‐
５
５
０
‐
８
４
６

（
平
日
10
時
～
17
時
30
分
）

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

http://w
w

w
.sportsentry.ne.jp

問
い
合
わ
せ　

道
の
駅
グ
ル
メ
ラ

イ
ド
in
中
国
山
地
実
行
委
員
会
事

務
局
（
三
次
市
建
設
部
土
木
課
）

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
６
３
０
５

表
現
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

募
集
部
門

○
標
語
の
部

○
詩
・
作
文
の
部

○
絵
画
・
詩
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
写

真
な
ど
の
部

応
募
方
法

・
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、

一
人
１
点
と
し
ま
す
。

・
作
品
に
は
、
住
所
ま
た
は
学
校

名
・
学
年
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。（
学
校
経

由
の
場
合
は
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
。）

・
優
秀
作
品
の
発
表
お
よ
び
表
彰

は
庄
原
市
人
権
講
演
会
で
行
い
、

入
賞
者
へ
は
賞
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

・
作
品
を
直
接
持
参
す
る
場
合
は
、

生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
支
所
教
育

室
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
郵
送
の

場
合
は
、
生
涯
学
習
課
宛
に
お
送

り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
作
品

の
返
却
は
原
則
と
し
て
行
い
ま
せ

ん
。

募
集
締
切　

９
月
19
日
㈮
必
着

作
品
の
郵
送
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
２
７
‐
８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号

庄
原
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

不
妊
治
療
費
補
助
金
交
付
事
業

制
度
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

市
は
、
医
療
保
険
対
象
外
の
特

定
不
妊
治
療
を
行
っ
て
い
る
方

で
、
広
島
県
の
不
妊
治
療
支
援
事

業
の
助
成
を
受
け
た
方
を
対
象

に
、補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

広
島
県
の
制
度
が
４
月
に
改
正

さ
れ
た
た
め
、
市
の
制
度
も
同
様

に
改
正
し
、
補
助
金
額
や
交
付
回

数
、対
象
年
齢
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

改
正
後
の
制
度
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

補
助
金
額　

　

１
回
当
た
り
15
万
円
を
上
限
に

助
成
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
採
卵

を
伴
わ
な
い
治
療
は
１
回
当
た
り

７
万
５
千
円
）

※
補
助
金
の
交
付
回
数
や
対
象
年

齢
は
、
広
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（『
広
島
県　

不
妊
治
療
』で
検
索
）

を
ご
覧
に
な
る
か
、
保
健
医
療
課

健
康
推
進
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
者

　

次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
方
。

○
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

○
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
方

○
広
島
県
不
妊
治
療
支
援
事
業
の

助
成
を
受
け
た
方

申
請
に
必
要
な
も
の

　

次
の
書
類
を
保
健
医
療
課
ま
た

は
各
支
所
市
民
生
活
室
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

①
補
助
金
交
付
申
請
書　

②
広
島
県
の
不
妊
治
療
支
援
事
業

承
認
決
定
通
知
書
の
写
し　

③
不
妊
治
療
費
助
成
申
請
に
係
る

証
明
書
の
写
し　

④
不
妊
治
療
の
治
療
費
の
領
収
書

の
写
し　

⑤
印
鑑

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

　

広
島
弁
護
士
会
三
次
地
区
会
の

弁
護
士
が
、
市
内
地
域
で
無
料
法

律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談

時
間
は
１
人
（
１
件
）
30
分
で
す
。

利
用
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

●
８
月
・
９
月
の
相
談
日

庄
原
地
域　

と
き　

８
月
26
日
㈫
13
時
～
16
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

西
城
地
域

と
き　

９
月
９
日
㈫
13
時
～
16
時

と
こ
ろ　

西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

東
城
地
域

と
き　

９
月
24
日
㈬
13
時
～
16
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

予
約
先
・
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん

し
ん
相
談

　

法
務
局
・
地
方
法
務
局
お
よ
び

都
道
府
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
虐
待
や
差
別
な
ど
、
高
齢

者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
を
積
極
的
に
把
握

し
、
問
題
解
決
の
援
助
を
行
う
た

め
の
人
権
相
談
所
を
常
時
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

９
月
８
日
㈪
か
ら
14
日
㈰
ま
で

の
間
を
、
全
国
一
斉
「
高
齢
者
・

障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間
と
し
、
広
島
法
務
局
と

広
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
、
相
談
時
間
を
延
長
し
て
電
話

相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
電
話
番
号
】

０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

（
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

【
相
談
時
間
】

９
月
８
日
㈪
～
12
日
㈮

８
時
30
分
～
19
時

※
た
だ
し
、
９
月
13
日
㈯
・
９
月

14
日
㈰
は
10
時
～
17
時
ま
で
。

※
強
化
週
間
終
了
後
は
、
平
日
８

時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で
。

〝
魅
惑
の
サ
ッ
ク
ス
奏
者
〟　　

　
　

 

佐
野
博
美
コ
ン
サ
ー
ト

　
日
本
屈
指
の
サ
ッ
ク
ス
プ
レ
ー

ヤ
ー
「
佐
野
博
美
」
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
と
し
て
、
ベ
ー
ス
に
Ｔ
Ｖ
ド
ラ

マ
「
俺
た
ち
は
天
使
だ
」「
探
偵

物
語
」
の
テ
ー
マ
で
一
世
を
ふ
う

び
し
た
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｎ
」
メ
ン

バ
ー
の
ミ
ッ
チ
ー
長
岡
さ
ん
、
ピ

ア
ノ
に
宮
澤
由
衣
さ
ん
、
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
益
田
和
嘉
子
さ

ん
、
ボ
ー
カ
ル
に
田
口
や
す
ひ
こ

さ
ん
が
参
加
。
総
勢
５
人
に
よ
る

演
奏
会
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き　

９
月
21
日
㈰

開
演
15
時
（
開
場
14
時
30
分
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

入
場
料　

一
般
２
０
０
０
円

（
当
日
２
３
０
０
円
）

※
高
校
生
以
下
は
無
料
（
要
整
理

券
）

※
市
民
会
館
で
の
購
入
に
限
り
、

友
の
会
会
員
は
10
％
割
引

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

※
無
料
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

【
前
売
券
発
売
所
】　

庄
原
市
民
会
館
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
、

ザ
・
ビ
ッ
ク
、
食
彩
館
し
ょ
う
ば

ら
ゆ
め
さ
く
ら

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

庄
原
市
周
遊
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
掲
載
店
舗
募
集

　

市
は
、
庄
原
市
を
訪
れ
る
観
光

客
に
対
し
て
、
本
市
の
観
光
資
源

を
分
か
り
や
す
く
魅
力
的
に
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
、「
見
る
だ
け
で

は
な
く
食
べ
る
」
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
で
周
遊
と
消
費
を
促
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
庄
原
市
周
遊
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
ま
す
。

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
を

希
望
す
る
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
店
舗

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
、
飲
食
を

提
供
す
る
店
舗
（
例
／
食
事
処
、

カ
フ
ェ
、
パ
ン
屋
な
ど
）

応
募
方
法

　

商
工
観
光
課
、
各
支
所
産
業
振

興
室
・
産
業
建
設
室
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
専
用
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
左
記

申
し
込
み
先
ま
で
直
接
持
参
す
る

か
、
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
申
し
込
み
に
は
料
理
写
真
１
枚

と
店
舗
写
真
１
枚
が
必
要
で
す
。

※
画
像
デ
ー
タ
は
メ
ー
ル
で
送
付

（
４
Ｍ
Ｂ
ま
で
）
す
る
か
、
申
込

書
提
出
時
に
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
な

ど
に
入
れ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

８
月
29
日
㈮
ま
で

申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
に
ぎ
わ
い
観
光
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
９

メ
ー
ルkankou@

city.shobara.
hiroshim

a.jp

人
権
作
品
募
集

　

生
命
の
尊
さ
や
生
き
る
こ
と
の

す
ば
ら
し
さ
、
平
和
の
大
切
さ
を

飲酒運転の根絶!!
　飲酒運転に対する社会の厳しい批判の高まりや、
刑法・道路交通法の厳罰化などもあり、飲酒運転に
よる事故件数は減少してきていますが、ここ数年で
は、下げ止まりの状況にあります。飲酒運転は法律
違反行為に該当するだけでなく、ひとたび事故を起
こせば、死亡事故につながる可能性が高い危険な行
為です。平成 24年のデータでは、飲酒運転による死
亡事故は、飲酒していない場合と比べて 9.6 倍、さ
らに正常な運転ができない状態である酒酔い運転に
なると 26倍にも達しています。
　皆さん一人一人が「飲酒運転を絶対にしない、さ
せない」ことを徹底し、飲酒運転を根絶しましょう。

お酒を飲むときには、ハンドルキ
ーパー（お酒を飲まず仲間を送り
届ける人）を確保して、絶対に飲酒
運転はしないようにしましょう。

危機管理課　☎ 0824-73-1206

ハンドルキーパー運動に
ご協力ください

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話ください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[ 月～金９時～ 17 時（年末年始・祝日除く ]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

  　広報しょうばら｜２０１４．８月号｜ 2627｜２０１４．８月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

市
民
１
人
当

た
り
の
購
入

冊
数

市
民
の
購
入
で

き
る
商
品
券

変更前

１
冊
ま
で

住
所
地
の
商
工

団
体
の
商
品
券

の
み

変更後

５
冊
ま
で

ど
の
商
工
団
体

の
商
品
券
も
購

入
可

備北公園管理センター☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

KID
S FEST 

　
　
　
　
　
　

SU
M

M
ER N

IGH
T FESTA

　

９
日
㈯
は
バ
ー
ル
ー
ン
ア
ー

ト
、
子
ど
も
神
楽
の
上
演
、
10
日

㈰
に
は
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の

「
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ 

ジ
バ
ニ
ャ
ン
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

９
日
、
10
日
は
夜
９
時
ま
で
開

園
し
、
ビ
ー
ル
、
ワ
イ
ン
を
飲
み

な
が
ら
、
夜
神
楽
公
演
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
め
る
「S

U
M

M
E

R
 

N
IG

H
T

 F
E

S
T

A
 2014

」
を
初

開
催
し
ま
す
。

と
き　

８
月
９
日
㈯
、
10
日
㈰

と
こ
ろ　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
国
兼
前

カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム
大
人
気

公
開
中
！

公
開
期
間　

８
月
17
日
㈰
ま
で
（
予
定
）

※
カ
ブ
ト
ム
シ
の
発
生
状
況
に

よ
っ
て
、変
わ
る
場
合
が
あ
り
す
。

公
開
時
間

10
時
～
17
時
（
い
こ
い
の
森
入
園

は
16
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
森　

※
最
寄
り
駐
車
場
／
第
７
駐
車
場

【
５
万
本
の
ヒ
マ
ワ
リ
畑
】

公
開
期
間　

８
月
中
旬
頃
ま
で
（
予
定
）

※
天
候
に
よ
っ
て
開
花
時
期
が
変

わ
る
場
合
が
あ
り
す
。

と
こ
ろ　

み
の
り
の
里
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場　

※
最
寄
り
駐
車
場
／
第
２
駐
車
場

【
ひ
ば
の
里　

昔
遊
び
体
験
】

　

竹
の
水
鉄
砲
や
夏
の
お
菓
子
作

り
体
験
、
大
流
し
う
ど
ん
な
ど
を

開
催
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里

水
遊
び
情
報

新
登
場
！
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
」
※
有
料

「
パ
ワ
ー
パ
ド
ラ
ー
」「
ア
ク
ア

チ
ュ
ー
ブ
」
※
有
料

開
催
期
間　

８
月
24
日
㈰
ま
で

利
用
時
間　

９
時
30
分
～
17
時

と
こ
ろ　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
国
兼
前

新
登
場
！「
ド
ラ
ゴ
ン
シ
ャ
ワ
ー
」

開
催
期
間　

８
月
31
日
㈰
ま
で

利
用
時
間　

９
時
30
分
～
17
時

と
こ
ろ　

中
の
広
場

大
人
気
！
「
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
」

開
催
期
間　

８
月
31
日
㈰
ま
で

利
用
時
間　

９
時
30
分
～
17
時

と
こ
ろ　

備
北
オ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

夏まつり開催中！
８月 31日㊐まで

広報しょうばらに広告を掲載してみませんか？

　市内の全世帯（約 16,000 世帯）に配布する広報紙「広
報しょうばら」に広告を掲載する法人、団体、個人事業
者などを募集しています。
　申し込み方法や広告料など詳しくは、市ホームページ
をご覧になるか、財政課または情報政策課までお問い合
わせください。

　　問い合わせ　財政課理財係　　　　　℡ 0824-73-1202
　　　　　　　　情報政策課広報広聴係　℡ 0824-73-1159

　公園では、８月 31 日㈰まで「夏まつり２０１４」を開催しています。
　今年初開催の「SUMMER NIGHT FESTA2014」「KIDS FEST 2014」や、
園内各所の「水遊びコーナー」、ひばの里の「昔遊び体験」など、小さな
子どもから大人の方までみんなで楽しめるイベントが盛りだくさんです！

庄
原
市
地
域
振
興
商
品
券
の　

購
入
条
件
を
変
更
し
ま
し
た

　

長
引
く
不
況
な
ど
に
よ
っ
て
、

年
々
市
内
小
売
事
業
者
数
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
、
庄
原
商
工
会

議
所
、
備
北
商
工
会
、
東
城
町
商

工
会
が
市
と
連
携
し
、「
庄
原
市

地
域
振
興
商
品
券
」
を
５
月
20
日

か
ら
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
12
日
か
ら
、
次
の
と
お
り

商
品
券
の
購
入
条
件
を
拡
大
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

購
入
条
件
の
変
更
点

※
購
入
し
た
商
品
券
の
使
用
は
、

そ
の
商
品
券
を
発
行
し
て
い
る
商

工
団
体
の
商
品
券
事
業
加
盟
店
に

限
ら
れ
ま
す
。

販
売
内
容

１
セ
ッ
ト
１
万
円
（
市
民
限
定
）

※
５
０
０
円
の
商
品
券
21
枚
と

２
０
０
円
の
商
品
券
１
枚
の
セ
ッ

ト（
１
万
７
０
０
円
分
）で
す
。

※
商
品
券
は
セ
ッ
ト
販
売
の
み
。

販
売
期
間　

８
月
29
日
㈮
ま
で

※
予
定
販
売
枚
数
に
到
達
次
第
、

販
売
は
締
め
切
り
ま
す
。

使
用
期
間　

８
月
31
日
㈰
ま
で

※
期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券
は
無
効
に

な
り
ま
す
。
換
金
も
で
き
ま
せ
ん
。

使
用
方
法
と
注
意
点

・
加
盟
店
が
取
り
扱
う
商
品
お
よ

び
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
限
り
ま
す
。

・
商
品
券
の
現
金
化
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
つ
り
銭
は
出
ま
せ
ん
。

※
こ
の
商
品
券
で
は
購
入
・
利
用

で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
左
記
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
商
工
会
議
所　
　
　
　
　
　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
１
２
１

備
北
商
工
会　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
９
０
４

東
城
町
商
工
会　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
０
５
２
５

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

中
学
校
卒
業
程
度　
　
　
　
　

　
　
　

認
定
試
験
の
ご
案
内

　

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

は
、
病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事

由
に
よ
り
中
学
校
を
卒
業
で
き
な

か
っ
た
人
、
卒
業
で
き
な
い
と
見

込
ま
れ
る
人
な
ど
に
対
し
て
、
中

学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か

ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
国
が

行
う
試
験
で
、
合
格
者
に
は
高
校

の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

受
験
案
内
は
９
月
16
日
㈫
ま
で

生
涯
学
習
課
で
配
布
中
で
す
。

　

願
書
は
８
月
28
日
㈭
か
ら
９
月

16
日
㈫
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
文
部
科
学
省
に
郵
送
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当  

現
況
届
の
手
続
き
を

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
や
特
別

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方

（
所
得
制
限
で
手
当
を
受
け
て
い

な
い
方
を
含
む
）
は
、
必
要
書
類

や
印
鑑
な
ど
を
持
っ
て
、
受
付
期

間
中
に
児
童
福
祉
課
ま
た
は
各
支

所
市
民
生
活
室
で
現
況
届
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

期
間
内
に
手
続
き
を
し
な
い

と
、
８
月
分
以
降
の
手
当
が
差
し

止
め
ら
れ
る
ほ
か
、
２
年
間
手
続

き
を
し
な
い
と
受
給
権
が
な
く
な

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当

　

母
親
ま
た
は
父
親
の
み
で
養
育

し
て
い
る
「
ひ
と
り
親
家
庭
」
に
、

養
育
す
る
児
童
が
18
歳
（
中
度
以

上
の
障
害
児
は
20
歳
）
に
達
し
た

年
度
の
年
度
末
ま
で
支
給
。

※
た
だ
し
、
遺
族
年
金
な
ど
公
的

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
受
給

で
き
ま
せ
ん
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
支
給
。

※
い
ず
れ
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
新
た
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

児
童
扶
養
手
当　
８
月
29
日
㈮
ま
で

特
別
児
童
扶
養
手
当

８
月
11
日
㈪
～
９
月
10
日
㈬

※
該
当
す
る
方
へ
は
、
別
途
案
内

を
送
付
し
ま
す
。

●
受
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
９
２

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

大流しうどん 夏のお菓子　梅寒天

ジャングルウォータースライダー

国営備北丘陵公園だより

  　広報しょうばら｜２０１４．８月号｜ 2829｜２０１４．８月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

※飼い犬・猫の引き取り（有料）を希望する方は、必ず事前に広島県動物
愛護センター(☎0848-86-6511)に連絡し、承諾を得てください。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

十数年前、博物館友の会の行
事「キノコ観察会」に参加した
ときのことです。白くきれいな
キノコを発見したので、採ろう
と思いましたが、なかなか採れ
ないのです。指で掘ってみると、
そのキノコは地中に根を長く伸
ばしているのです。とうとう引
きちぎって持ち帰りました。

このキノコは、モグラのトイ
レから生えてくるナガエノスギ
タケ（別名モグラノセッチンタ
ケ）だったのです。モグラは地
面の少し深いところに巣を作っ
ていて、巣の近くにはトイレを
作っています。休む前と起きた
ときには必ずトイレに行くそう
です。トイレがいっぱいになる
と、別の場所に新しく作ります。そうしたとき、古いトイレ
に菌糸を持った木の根が伸びてくると、そこでキノコが発生
します。そして、モグラの排泄物を分解し、栄養にして成長
するという不思議なキノコです。すると、古いトイレは浄化
された状態になり、また利用することができるのです。今、
人間が四苦八苦して取り組んでいる循環社会をモグラたちは
とっくの昔に手に入れていたのです。

菌糸を持った木の根の主は、ブナ科・カバノキ科・ヤナギ
科の樹木です。広葉樹林にはどこにでもある樹木ですので、
あなたの回りの林の中でもナガエノスギタケを見つけること
ができるかも知れません。秋に発生し、食べることができま
す。

博物館ではモグラの巣を標本にしたいと思っていますの
で、発見された場合はお知らせいただければ幸いです。ナガ
エノスギタケは博物館に標本を展示していますので、ぜひ見
に来てください。（館長）

●東城地域

８・９月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）広報日記

　昔の栄光を知る年配の人にとって「比婆牛」は誇りで
あり、復活を望む声が根強くありました。ただ、若い人
の中には「比婆牛」と聞いても、ピンとこない人がいま
す。それは比婆牛が広島牛ブランドに統一され、約 30
年もの歳月が流れたことにあります。そうした時間を埋
めていくために、和牛産地庄原の底力が試されると思い
ます。特集の中でも記述しましたが、市民が比婆牛のこ
とをもっと知り、応援することが必要だと思います。そ
れには、まずは食べることから。お盆恒例のバーベキュー
は、ぜひ比婆牛でどうぞ。

８月～９月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
◎草木染め教室～麻を染めよう～
　とき　８月 25 日㈪
　　　　午前の部　９時～ 12 時
　　　　午後の部　13 時 30 分～ 15 時 30 分
　参加費　4,900 円　定員　各 12 人
◎かずら教室
　①「三角コーナー（午前の部）」
　②「タペストリー掛け（午後の部）」
　とき　８月 22 日㈮      ①９時 30 分～ 12 時
　　　　　　　　　　　② 13 時 30 分～ 16 時
　参加費　① 2,500 円　② 1,300 円
　定員　各 10 人
　「夏休み工作」
　とき　８月 23 日㈯・24 日㈰　10 時～ 15 時
◎山野草寄せ植え教室
　とき　９月３日㈬　10 時～ 12 時
　参加費　3,300 円　定員　10 人
◎苔玉教室～秋に向けての寄せ植え～
　とき　９月 11 日㈭      10 時 30 分～ 12 時
　　　　　　　　　　　13 時 30 分～ 15 時 30 分
　参加費　2,300 円　定員　20 人

▶展示＆イベント
◎ちくちくはうす展示会
　とき　８月 21 日㈭～ 31 日㈰

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。

刺し子作品展
とき　９月８日(月)～10日(水)10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎0824-73-1155

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定です。皆さんのご協力をお願いし
ます。

実施日 会　場 受付時間
８月１２日（火） 市役所本庁舎 10時～11時30分

12時30分～15時９月　４日（木） 市役所東城支所

8月10日（日） 瀬尾医院 ☎08477-2-0023
13日（水） こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
14日（木） 細川医院 ☎08477-2-0054
15日（金） 東城病院 ☎08477-2-2150
17日（日） こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
24日（日） 日伝医院 ☎08477-2-2180
31日（日） 三上クリニック ☎08477-2-1151

9月  7日（日） こぶしの里病院 ☎08477-2-5255

☎ 0824-75-4411

犬 ・ 猫の引き取り　  

問環境政策課 ☎ 0824-72-1398

人の動き　  

平成26年６月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

　８月・９月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。手続
きには認印が必要ですので、持参してください。

［住民基本台帳登載人口］

人口　３８，５７９人（前年比－５２２人）　
男　　１８，２５５人（前年比－２４１人）　
女　　２０，３２４人（前年比－２８１人）　
世帯数　１５，９５３世帯（前年比－３０世帯）
［うち外国人］　人口　３０３人（前年比＋２６人）

と　き　８月 25 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　魚

う お ず み

住　恵
めぐみ

　ピアノ独奏
曲　目　ショパン作曲　「幻想即興曲」
　　　　ドビュッシー作曲　「亜麻色の髪の乙女」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか
▶魚住　恵…エリザベト音楽大学卒業、専攻科修了。
ベルギー王立ブリュッセル音楽院上級課程を、栄誉
賞を得て修了。エリザベト音楽大学博士学位取得。
現在、同大、広島文教女子大学非常勤講師。ソロ・
コンサートをはじめオーケストラとの共演。朗読と
のコラボコンサートなど国内外で幅広く活動中。広
島市在住。

引き取り日 時間 場所

庄原
地域 毎月第２・４水曜日

８月１３日・２７日
９月１０日・２４日

９：００～９：３０ 市役所車庫

東城
地域

１０：４０～１１：１０
東城支所
正面駐車場

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは交流サロンラッキー ☎ 0824-72-0075 まで

と   き　９月９日（火）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.main.jp

９月

モグラとキノコの不思議
●モグラシリーズ（１）

食育コーナー　  

問児童福祉課 ☎ 0824-73-1192

『楽しく食べる元気な子』
庄原市立保育所では、『食は保育の一環』として国が示す保育
所保育指針と食育基本法を踏まえ、「食を営む力」の育成に向け、
その基礎を培うことを目標に、０歳児から就学前まで発達に添っ
た『食育』に取り組んでいます。
目指す子ども像として、❶おなかがすくリズムが持てる子ども
❷食べものを話題にする子ども❸食べたいもの、好きなものが増
える子ども❹食事作り、準備に関わる子ども❺一緒に食べたい人
がいる子ども―を掲げ、毎日の生活と遊びの中で、自らの意欲を
持って食に関わる体験を積み重ねています。

高保育所の取り組み
高保育所では本年度『楽しく食べる元気な子～食べる事は生き
ること、しっかり遊んでお腹をすかせよう～』をテーマに、日々
の屋外活動を充実させています。また、菜園活動やクッキング、
給食試食会、特別な配慮を含めた一人一人の子どもへの対応（体
調不良の子や食物アレルギ―の子など）、保護者への食育に関す
る発信を継続して行っています。菜園活動は保育所内だけでなく、
地域の皆さんに指導を受けながら、近くの畑にサツマイモやとう
もろこしを一緒に植え、成長を見たり収穫をしたりしています。
秋には、地域の皆さんを招いての交流会を行い、子どもたちがクッ
キングをして楽しいひとときを過ごします。
子どもたちの中には野菜嫌
いもいますが、自分たちが
植えた野菜の成長を見ながら
「これは僕が植えたんよ。私
が植えたのがこんなに大きく
なっているよ」と興味を持ち、
収穫して食べることで、食べ
たいものや好きなものが増え
てきています。
また、保育所の給食は野菜
がたくさん使われており、野
菜が苦手だった子も「給食
おいしい！」と自分から食べ
るようになってきています。
「しっかり遊んでしっかり
食べ、元気な子どもになっ
てほしい」と願って『食育』
に取り組んでいます。

比和自然科学博物館  ☎ 0824-85-3005

開館 ： ９時～ 17 時 （年末年始休館）

「おじいちゃん、これでいいん？」
と植え方を教えてもらっています。

「今年もとうもろこしやさつまいもがいっぱ
いできますように」と願いを込めて…

ナガエノスギタケ

  　広報しょうばら｜２０１４．８月号｜ 30 31｜２０１４．８月号｜広報しょうばら



庄原の食材を扱うお店を応援します！

『庄原市地産地消推進店』に登録しませんか？　市は随時、地産地消推進店を募集しています。
詳しくは、保健医療課健康推進係（☎ 0824-73-1255）まで。
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Cafe de KURA カフェ・ド・クラ
所　東城町東城 250-5
☎　０８４７７－３－０５８８
営　11：00 ～16：00、18：00 ～22：02
休　水曜日
㏋　http://ebisu-tojo.com　　

取り扱う市内産食材

●店長の田邉裕二さんに聞きました。

なぜ、地産地消推進店に登録しようと
思ったのですか？
　他店が広報紙に載っているのを見て登
録しようと思いました。

お店の推進店としてのこだわりは？
　食材を生で食べていただくことはもと

より、一次加工、二次加工することによっ
て、さらに長期間食べられるように工夫
しています。
　また、それらの食材を使った特産品作
りに力を入れています。

皆さんへ一言
　野菜を使ったスイーツをぜひ食べに来
てください。 ▲地元産大豆使用豆乳チーズケーキ

米、ベビーリーフ、じゃがいも、大豆、
りんご、ブルーベリー、いちご

▲午後２時 31 分から３分間だけ３両が揃う　（平成 26 年７月 24 日撮影）
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